
第１表　農業労働力の動向（販売農家）

資料：農業センサス( 各年版）．
注（１）90 年の世帯員数以外は16 歳以上のデータである．
（２）労働力の指標の定義は以下の通りである．

農業従事者：15 歳以上の世帯員のうち、調査期日前１年間に自営農業に従事した者．
農業就業人口：農業従事者のうち、自営農業のみに従事した者または農業とそれ以外の仕事の両
方に従事した者のうち、自営農業が主の者．
基幹的農業従事者：農業就業人口のうち、ふだんの主な状態が、「主に仕事」の者．
農業専従者：自営農業に150日以上従事した者． 

女
子

男
子

女
子

男
子

1995
2000
2005
1995
2000
2005
90-95
95-00
00-05
90-95
95-00
00-05
1995
2000
2005
1995
2000
2005

年

年

年

年

年

年

農家人口
（15歳以上）
4,955 
4,416 
3,656 
5,266 
4,662 
3,815 
-10.5 
-10.9 
-17.2 
-10.6 
-11.5 
-18.2 
100.0 
100.0 
100.0 
100.0 
100.0 
100.0 

農　業
従事者
3,960 
3,638 
2,976 
3,438 
3,219 
2,586 
-10.8 
-8.1 
-18.2 
-15.2 
-6.4 
-19.7 
79.9 
82.4 
81.4 
65.3 
69.0 
67.8 

農業就業
人　　口
1,767 
1,721 
1,564 
2,372 
2,171 
1,788 
-10.6 
-2.6 
-9.1 
-16.5 
-8.5 
-17.6 
35.7 
39.0 
42.8 
45.0 
46.6 
46.9 

基 幹 的
農業従事者
1,372 
1,260 
1,214 
1,188 
1,140 
1,027 
-9.9 
-8.2 
-3.6 
-15.4 
-4.1 
-10.0 
27.7 
28.5 
33.2 
22.6 
24.5 
26.9 

農　業
専従者
1,046 
988 
926 
917 
859 
758 
-14.7 
-5.5 
-6.4 
-17.9 
-6.4 
-11.7 
21.1 
22.4 
25.3 
17.4 
18.4 
19.9 

女
子

男
子

実　　数
(千人）

増 減 率
（％）

農家人口
(15歳以上）
に占める
割合（％）

-16.0 
-9.4 
-12.9 
-9.1 
-1.8 
-21.0 

1911 
889 
273 
506 
105 
1022 
100.0 
46.5 
(30.7)
(56.9)
(11.8)
53.5 

総数
専従者がいる
　うち60歳未満男子専従者がいる
　うち男女の専従者がいる
　うち男子の専従者が2名以上
専従者はいない
総数
専従者がいる
　うち60歳未満男子専従者がいる
　うち男女の専従者がいる
　うち男子の専従者が2名以上
専従者はいない

2000-05
(増減率）
（％）

2005年
(実数）
(千戸）

2005年
都府県（農家）

712 
712 
254 
572 

0 
100.0 
100.0 
35.6 
80.3 

0.0 

869 
869 
381 
601 
216 
0 

100.0 
100.0 
43.9 
69.2 
24.9 
0.0 

-14.9 
-14.6 
-17.1 
-13.7 
-7.6 
-16.3 

52 
44 
31 
36 
14 
8 

100.0 
84.6 
(69.8)
(82.3)
(32.2)
15.4 

女子
(千人）

男子
(千人）

都府県（専従者数）
2000-05
(増減率）
（％）

2005年
(実数）
(千戸）

北海道（農家）

資料：農業センサス( 各年版）．
注（１）男子の専従者 2 名以上の農家は、「男女の専従者がいる、男子専従者 2 名以上」農家と「男子専従者のみ」のうち「専従者 1 名」以外の

農家の合計．
（２）（  ）内は、専従者のいる農家に占める割合．
（３）女子 2名以上いる農家は72 千戸、農業従事者数は147 千人である．

総
数
に
占
め
る
割
合（
％
）

第２表　　農業労働力保有状態別農家数の推移（販売農家）

動向解析

農業・農村領域上席主任研究官　松久　勉

第
1
表
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
各
労
働
指
標
の

農
家
人
口
（
15
歳
以
上
）
に
占
め
る
割
合
を

み
る
と
、
2
0
0
0
年
の
割
合
は
い
ず
れ
も

1
9
9
5
年
を
上
回
って
い
る
。

一
方
、
2
0
0
5
年
に
つ
い
て
み
る
と
、
農

家
人
口
の
減
少
率
が
男
女
と
も
に
大
幅
に
上

昇
し
た
。
こ
れ
は
、
販
売
農
家
数
の
減
少
率

が
12
%
か
ら
16
%
へ
と
上
昇
し
た
こ
と
に
加

え
、
横
ば
い
で
あ
っ
た
1
戸
当
た
り
農
家
人
口

が
2
%
減
少
し
た
た
め
で
あ
る
 (2)
。
各
労
働

指
標
の
2
0
0
0
-0
5
年
増
減
率
は
男
女
と

も
に
農
業
従
事
者
を
除
き
、
引
き
続
き
人
口

　

1　

は
じ
め
に

我
が
国
の
農
業
労
働
力
は
、
戦
後
農
業
の

中
心
的
な
担
い
手
で
あ
っ
た
「
昭
和
一
ケ
タ
世

代
」
が
70
歳
代
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
著
し
く

減
少
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
新
規
に
自
営

農
業
に
就
業
す
る
者
の
大
半
は
定
年
者
の
多
い

50
、
60
歳
代
が
占
め
る
一
方
、
39
歳
以
下
は

1
割
程
度
に
し
か
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
長
期

的
に
農
業
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
若
い

労
働
力
が
不
可
欠
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
者
を
い

か
に
確
保
す
る
か
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
。
本

稿
で
は
、
2
0
0
5
年
農
業
セ
ン
サ
ス
の
分
析

か
ら
、
農
業
専
従
者
の
動
向
を
概
観
す
る
と
と

も
に
、
ど
の
よ
う
な
農
家
に
若
年
層
が
存
在
す

る
か
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
い
。
さ
ら
に
は
、

家
族
農
業
労
働
力
が
弱
体
化
す
る
中
で
増
加

傾
向
に
あ
る
雇
用
農
業
労
働
力
（
特
に
常
雇
）

に
つ
い
て
も
、
若
年
の
農
業
専
従
者
の
存
在
形

態
を
踏
ま
え
つつ
、
そ
の
動
向
を
示
し
た
い
。

　

2　

農
業
専
従
者
の
動
向

（１） 

農
業
労
働
力
の
動
向

ま
ず
、
農
業
労
働
力
に
つ
い
て
主
な
労
働
指

標
か
ら
み
て
い
き
た
い
。

前
回
調
査
で
あ
る
2
0
0
0
年
セ
ン
サ
ス
に

お
け
る
農
業
労
働
力
の
大
き
な
特
徴
は
、
低

下
傾
向
に
あ
っ
た
農
家
世
帯
員
の
農
業
就
業
割

合
が
下
げ
止
ま
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
農
業
労
働

力
の
減
少
が
緩
や
か
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
 (1)
。

減
少
率
を
下
回
っ
て
い
る
が
、
1
9
9
5 

-2
0
0
0
年
に
比
べ
減
少
率
が
高
ま
る
傾
向

が
み
ら
れ
る
。
そ
の
な
か
で
、
男
子
の
基
幹
的

農
業
従
事
者
の
み
は
1
9
9
5
-2
0
0
0
年

を
さ
ら
に
下
回
る
低
い
減
少
率
に
な
って
い
る
。

同
従
事
者
は
農
家
人
口
に
占
め
る
割
合
の
上
昇

度
合
が
最
も
高
く
、
こ
の
こ
と
が
低
い
減
少
率

に
と
ど
ま
っ
た
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
表
に
は
示
さ
な
か
っ
た
が
、
農
業
労

働
力
の
高
齢
化
は
さ
ら
に
進
行
し
て
い
る
。

2
0
0
0
年
と
2
0
0
5
年
の
高
齢
化
率

（
65
歳
以
上
の
割
合
）
を
比
較
す
る
と
、
基

幹
的
農
業
従
事
者
で
は
、
男
子
が
55
％
か
ら

60
％
、
女
子
が
46
％
か
ら
55
％
へ
、
農
業
専
従

者
で
は
、
男
子
が
48
％
か
ら
53
％
へ
、
女
子
が

40
％
か
ら
48
％
へ
と
そ
れ
ぞ
れ
上
昇
し
て
い

る
。
65
歳
未
満
の
従
事
者
数
が
大
き
く
減
少

し
た
こ
と
に
よ
り
、
相
対
的
に
65
歳
以
上
比

率
、
す
な
わ
ち
高
齢
化
率
が
上
昇
し
て
い
る
。

（2） 

農
業
労
働
力
保
有
状
態
別
及
び

農
業
投
下
労
働
規
模
別
に
み
た

農
業
専
従
者

農
業
労
働
力
の
指
標
の
中
で
、
主
た
る
担
い

手
の
指
標
と
し
て
も
用
い
ら
れ
る
の
が
、
基
幹

的
農
業
従
事
者
と
農
業
専
従
者
で
あ
る
。

2
0
0
5
年
で
は
、
男
子
農
業
専
従
者
の
97

％
が
基
幹
的
農
業
従
事
者
で
あ
る
が
、
基
幹

的
農
業
従
事
者
の
う
ち
農
業
専
従
者
で
あ
る

者
は
74
％
に
過
ぎ
な
い
。
男
子
の
年
齢
別
を
み

る
と
、
20
〜
50
歳
代
で
は
85
%
以
上
が
農
業

専
従
者
で
あ
る
の
に
対
し
、
60
歳
代
は
73
％
、

70
歳
代
は
64
％
と
低
く
な
る
。
基
幹
的
農
業

従
事
者
の
高
齢
化
率
は
上
昇
傾
向
に
あ
る
た

め
、
農
業
専
従
者
で
あ
る
割
合
は
さ
ら
に
低

下
し
、
基
幹
的
農
業
従
事
者
と
農
業
専
従
者

の
性
格
が
今
ま
で
以
上
に
異
な
っ
て
く
る
と
思

わ
れ
る
 (3)
。
そ
こ
で
、
今
回
の
分
析
で
は
農
業

専
従
者
に
つい
て
分
析
す
る
。

ま
ず
、
農
業
専
従
者
の
存
在
形
態
に
よ
る

分
類
で
あ
る
農
業
労
働
力
保
有
状
態
別
を
み

て
い
き
た
い
。
第
2
表
に
都
府
県
と
北
海
道
を

分
け
て
農
業
労
働
力
保
有
状
態
別
農
家
数

（
都
府
県
で
は
専
従
者
数
も
掲
載
）
を
示
し

た
が
、
都
府
県
と
北
海
道
で
大
き
な
差
が
あ

る
。
北
海
道
は
「
専
従
者
が
い
る
農
家
」
が

8
割
以
上
、
そ
の
う
ち
「
60
歳
未
満
男
子
専

従
者
が
い
る
農
家
」
が
約
7
割
で
あ
り
、
都

府
県
と
は
異
な
り
、
農
家
の
大
半
に
農
業
専

従
者
が
お
り
、
し
か
も
60
歳
未
満
男
子
専
従

者
の
い
る
割
合
が
高
い
。
こ
の
た
め
、
以
下
で

は
都
府
県
を
中
心
に
分
析
を
進
め
て
い
き
た

い
。都

府
県
の
2
0
0
5
年
の
「
専
従
者
の
い

る
農
家
」
の
減
少
率
（
9
％
）
は
販
売
農
家

全
体
の
減
少
率
（
16
％
）
よ
り
も
低
い
た
め
、

販
売
農
家
合
計
に
占
め
る
割
合
は
2
0
0
0

年
よ
り
も
3
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
、
農
家
の
半

数
近
く
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。「
60

歳
未
満
男
子
専
従
者
が
い
る
農
家
」
は
「
専

従
者
の
い
る
農
家
」
の
3
割
を
占
め
て
お
り
、

2
0
0
0
-0
5
年
の
減
少
率
は
13
％
と
「
専

従
者
の
い
る
農
家
」
の
減
少
率
よ
り
も
高
い
。

ま
た
、「
男
女
の
専
従
者
が
い
る
農
家
」
は
「
農

12271327
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資料：農業センサス( 各年版）．
注（１）90 年の世帯員数以外は16 歳以上のデータである．
（２）労働力の指標の定義は以下の通りである．

農業従事者：15 歳以上の世帯員のうち、調査期日前１年間に自営農業に従事した者．
農業就業人口：農業従事者のうち、自営農業のみに従事した者または農業とそれ以外の仕事の両
方に従事した者のうち、自営農業が主の者．
基幹的農業従事者：農業就業人口のうち、ふだんの主な状態が、「主に仕事」の者．
農業専従者：自営農業に150日以上従事した者． 
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子
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年

年

年

年

年

年
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（15歳以上）
4,955 
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農　業
従事者
3,960 
3,638 
2,976 
3,438 
3,219 
2,586 
-10.8 
-8.1 
-18.2 
-15.2 
-6.4 
-19.7 
79.9 
82.4 
81.4 
65.3 
69.0 
67.8 

農業就業
人　　口
1,767 
1,721 
1,564 
2,372 
2,171 
1,788 
-10.6 
-2.6 
-9.1 
-16.5 
-8.5 
-17.6 
35.7 
39.0 
42.8 
45.0 
46.6 
46.9 

基 幹 的
農業従事者
1,372 
1,260 
1,214 
1,188 
1,140 
1,027 
-9.9 
-8.2 
-3.6 
-15.4 
-4.1 
-10.0 
27.7 
28.5 
33.2 
22.6 
24.5 
26.9 

農　業
専従者
1,046 
988 
926 
917 
859 
758 
-14.7 
-5.5 
-6.4 
-17.9 
-6.4 
-11.7 
21.1 
22.4 
25.3 
17.4 
18.4 
19.9 

女
子

男
子

実　　数
(千人）

増 減 率
（％）

農家人口
(15歳以上）
に占める
割合（％）

-16.0 
-9.4 
-12.9 
-9.1 
-1.8 
-21.0 

1911 
889 
273 
506 
105 
1022 
100.0 
46.5 
(30.7)
(56.9)
(11.8)
53.5 

総数
専従者がいる
　うち60歳未満男子専従者がいる
　うち男女の専従者がいる
　うち男子の専従者が2名以上
専従者はいない
総数
専従者がいる
　うち60歳未満男子専従者がいる
　うち男女の専従者がいる
　うち男子の専従者が2名以上
専従者はいない

2000-05
(増減率）
（％）

2005年
(実数）
(千戸）

2005年
都府県（農家）

712 
712 
254 
572 

0 
100.0 
100.0 
35.6 
80.3 

0.0 

869 
869 
381 
601 
216 
0 

100.0 
100.0 
43.9 
69.2 
24.9 
0.0 

-14.9 
-14.6 
-17.1 
-13.7 
-7.6 
-16.3 

52 
44 
31 
36 
14 
8 

100.0 
84.6 
(69.8)
(82.3)
(32.2)
15.4 

女子
(千人）

男子
(千人）

都府県（専従者数）
2000-05
(増減率）
（％）

2005年
(実数）
(千戸）

北海道（農家）

資料：農業センサス( 各年版）．
注（１）男子の専従者 2 名以上の農家は、「男女の専従者がいる、男子専従者 2 名以上」農家と「男子専従者のみ」のうち「専従者 1 名」以外の

農家の合計．
（２）（  ）内は、専従者のいる農家に占める割合．
（３）女子 2名以上いる農家は72 千戸、農業従事者数は147 千人である．
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 (2)
。
各
労
働

指
標
の
2
0
0
0
-0
5
年
増
減
率
は
男
女
と

も
に
農
業
従
事
者
を
除
き
、
引
き
続
き
人
口

　

1　

は
じ
め
に

我
が
国
の
農
業
労
働
力
は
、
戦
後
農
業
の

中
心
的
な
担
い
手
で
あ
っ
た
「
昭
和
一
ケ
タ
世

代
」
が
70
歳
代
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
著
し
く

減
少
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
新
規
に
自
営

農
業
に
就
業
す
る
者
の
大
半
は
定
年
者
の
多
い

50
、
60
歳
代
が
占
め
る
一
方
、
39
歳
以
下
は

1
割
程
度
に
し
か
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
長
期

的
に
農
業
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
若
い

労
働
力
が
不
可
欠
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
者
を
い

か
に
確
保
す
る
か
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
。
本

稿
で
は
、
2
0
0
5
年
農
業
セ
ン
サ
ス
の
分
析

か
ら
、
農
業
専
従
者
の
動
向
を
概
観
す
る
と
と

も
に
、
ど
の
よ
う
な
農
家
に
若
年
層
が
存
在
す

る
か
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
い
。
さ
ら
に
は
、

家
族
農
業
労
働
力
が
弱
体
化
す
る
中
で
増
加

傾
向
に
あ
る
雇
用
農
業
労
働
力
（
特
に
常
雇
）

に
つ
い
て
も
、
若
年
の
農
業
専
従
者
の
存
在
形

態
を
踏
ま
え
つつ
、
そ
の
動
向
を
示
し
た
い
。

　

2　

農
業
専
従
者
の
動
向

（１） 

農
業
労
働
力
の
動
向

ま
ず
、
農
業
労
働
力
に
つ
い
て
主
な
労
働
指

標
か
ら
み
て
い
き
た
い
。

前
回
調
査
で
あ
る
2
0
0
0
年
セ
ン
サ
ス
に

お
け
る
農
業
労
働
力
の
大
き
な
特
徴
は
、
低

下
傾
向
に
あ
っ
た
農
家
世
帯
員
の
農
業
就
業
割

合
が
下
げ
止
ま
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
農
業
労
働

力
の
減
少
が
緩
や
か
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
 (1)
。

減
少
率
を
下
回
っ
て
い
る
が
、
1
9
9
5 

-2
0
0
0
年
に
比
べ
減
少
率
が
高
ま
る
傾
向

が
み
ら
れ
る
。
そ
の
な
か
で
、
男
子
の
基
幹
的

農
業
従
事
者
の
み
は
1
9
9
5
-2
0
0
0
年

を
さ
ら
に
下
回
る
低
い
減
少
率
に
な
って
い
る
。

同
従
事
者
は
農
家
人
口
に
占
め
る
割
合
の
上
昇

度
合
が
最
も
高
く
、
こ
の
こ
と
が
低
い
減
少
率

に
と
ど
ま
っ
た
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
表
に
は
示
さ
な
か
っ
た
が
、
農
業
労

働
力
の
高
齢
化
は
さ
ら
に
進
行
し
て
い
る
。

2
0
0
0
年
と
2
0
0
5
年
の
高
齢
化
率

（
65
歳
以
上
の
割
合
）
を
比
較
す
る
と
、
基

幹
的
農
業
従
事
者
で
は
、
男
子
が
55
％
か
ら

60
％
、
女
子
が
46
％
か
ら
55
％
へ
、
農
業
専
従

者
で
は
、
男
子
が
48
％
か
ら
53
％
へ
、
女
子
が

40
％
か
ら
48
％
へ
と
そ
れ
ぞ
れ
上
昇
し
て
い

る
。
65
歳
未
満
の
従
事
者
数
が
大
き
く
減
少

し
た
こ
と
に
よ
り
、
相
対
的
に
65
歳
以
上
比

率
、
す
な
わ
ち
高
齢
化
率
が
上
昇
し
て
い
る
。

（2） 

農
業
労
働
力
保
有
状
態
別
及
び

農
業
投
下
労
働
規
模
別
に
み
た

農
業
専
従
者

農
業
労
働
力
の
指
標
の
中
で
、
主
た
る
担
い

手
の
指
標
と
し
て
も
用
い
ら
れ
る
の
が
、
基
幹

的
農
業
従
事
者
と
農
業
専
従
者
で
あ
る
。

2
0
0
5
年
で
は
、
男
子
農
業
専
従
者
の
97

％
が
基
幹
的
農
業
従
事
者
で
あ
る
が
、
基
幹

的
農
業
従
事
者
の
う
ち
農
業
専
従
者
で
あ
る

者
は
74
％
に
過
ぎ
な
い
。
男
子
の
年
齢
別
を
み

る
と
、
20
〜
50
歳
代
で
は
85
%
以
上
が
農
業

専
従
者
で
あ
る
の
に
対
し
、
60
歳
代
は
73
％
、

70
歳
代
は
64
％
と
低
く
な
る
。
基
幹
的
農
業

従
事
者
の
高
齢
化
率
は
上
昇
傾
向
に
あ
る
た

め
、
農
業
専
従
者
で
あ
る
割
合
は
さ
ら
に
低

下
し
、
基
幹
的
農
業
従
事
者
と
農
業
専
従
者

の
性
格
が
今
ま
で
以
上
に
異
な
っ
て
く
る
と
思

わ
れ
る
 (3)
。
そ
こ
で
、
今
回
の
分
析
で
は
農
業

専
従
者
に
つい
て
分
析
す
る
。

ま
ず
、
農
業
専
従
者
の
存
在
形
態
に
よ
る

分
類
で
あ
る
農
業
労
働
力
保
有
状
態
別
を
み

て
い
き
た
い
。
第
2
表
に
都
府
県
と
北
海
道
を

分
け
て
農
業
労
働
力
保
有
状
態
別
農
家
数

（
都
府
県
で
は
専
従
者
数
も
掲
載
）
を
示
し

た
が
、
都
府
県
と
北
海
道
で
大
き
な
差
が
あ

る
。
北
海
道
は
「
専
従
者
が
い
る
農
家
」
が

8
割
以
上
、
そ
の
う
ち
「
60
歳
未
満
男
子
専

従
者
が
い
る
農
家
」
が
約
7
割
で
あ
り
、
都

府
県
と
は
異
な
り
、
農
家
の
大
半
に
農
業
専

従
者
が
お
り
、
し
か
も
60
歳
未
満
男
子
専
従

者
の
い
る
割
合
が
高
い
。
こ
の
た
め
、
以
下
で

は
都
府
県
を
中
心
に
分
析
を
進
め
て
い
き
た

い
。都

府
県
の
2
0
0
5
年
の
「
専
従
者
の
い

る
農
家
」
の
減
少
率
（
9
％
）
は
販
売
農
家

全
体
の
減
少
率
（
16
％
）
よ
り
も
低
い
た
め
、

販
売
農
家
合
計
に
占
め
る
割
合
は
2
0
0
0

年
よ
り
も
3
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
、
農
家
の
半

数
近
く
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。「
60

歳
未
満
男
子
専
従
者
が
い
る
農
家
」
は
「
専

従
者
の
い
る
農
家
」
の
3
割
を
占
め
て
お
り
、

2
0
0
0
-0
5
年
の
減
少
率
は
13
％
と
「
専

従
者
の
い
る
農
家
」
の
減
少
率
よ
り
も
高
い
。

ま
た
、「
男
女
の
専
従
者
が
い
る
農
家
」
は
「
農

12271327

農業専従者の
存在形態と雇用労働力
農業専従者の
存在形態と雇用労働力



第３表　農業労働投下規模別専従者数(都府県、販売農家、2005年）

合計
０.５～１.０
１.０～２.０
２.０～３.０
３.０～４.０
４.０～５.０
５.０ 単位以上
合計
０.５～１.０
１.０～２.０
２.０～３.０
３.０～４.０
４.０～５.０
５.０ 単位以上

資料：農業センサス（2005 年）．

実
数
（
千
人
）

構
成
比
（
％
）

50～59
161 
5 
37 
54 
28 
21 
15 

100.0 
3.2 
23.1 
33.9 
17.4 
13.0 
9.4 

40～49
78 
1 
11 
19 
16 
17 
13 

100.0 
1.5 
14.1 
24.9 
20.6 
21.8 
17.0 

60 歳以上
571 
24 
199 
220 
62 
38 
28 

100.0 
4.2 
34.9 
38.5 
10.8 
6.7 
4.8 

15～39歳
59 
0 
3 
9 
11 
20 
16 

100.0 
0.3 
4.9 
15.0 
19.2 
33.4 
27.2 

50～59
155 
2 
31 
61 
27 
20 
14 

100.0 
1.2 
20.1 
39.7 
17.6 
12.6 
8.7 

40～49
72 
0 
7 
20 
16 
15 
13 

100.0 
0.5 
9.4 
27.6 
22.7 
21.1 
18.7 

60 歳以上
459 
12 
125 
199 
59 
38 
27 

100.0 
2.5 
27.2 
43.3 
12.8 
8.3 
5.9 

15～39歳
26 
0 
1 
4 
5 
7 
10 

100.0 
0.1 
3.0 
14.0 
 18.5 
25.7 
38.7 

男　　子 女　　子

資料：農業センサス（2005 年）．
注．複合経営は主位部門が 80%未満の経営．

合計
稲作単一
工芸農作物単一
露地野菜単一
施設野菜単一
果樹単一
花き・花木単一
酪農単一
肉用牛単一
複合経営

1911 
901 
44 
78 
50 
139 
31 
14 
27 
367 

1～2１単位未満 2～3 3～4 ４単位以上
総数
(千戸）

47.8 
66.0 
24.6 
14.5 
2.7 
19.0 
9.3 
1.2 
15.7 
21.5 

25.8 
25.3 
31.6 
28.2 
12.7 
31.9 
19.5 
10.0 
33.7 
30.0 

16.3 
7.1 
26.0 
33.4 
37.3 
29.8 
28.9 
38.0 
34.1 
29.8 

5.1 
1.3 
9.7 
10.8 
17.4 
10.9 
14.1 
16.7 
8.3 
10.0 

5.0 
0.4 
8.2 
13.0 
29.8 
8.4 
28.2 
34.2 
8.2 
8.6 

総数に占める割合（％）

第５表　農業経営組織別農業投下労働規模別農家数割合
（都府県、販売農家、2005年）

資料：農業センサス（2005 年）．
注．複合経営は主位部門が 80%未満の経営．

合計
稲作単一
工芸農作物単一
露地野菜単一
施設野菜単一
果樹単一
花き・花木単一
酪農単一
肉用牛単一
複合経営

0.8 
0.4 
1.3 
1.6 
2.3 
1.4 
2.0 
2.3 
1.4 
1.4 

0.5 
0.2 
0.7 
0.9 
1.2 
0.8 
1.1 
1.3 
0.8 
0.8 

第６表　農業経営組織別専従者数（都府県、販売農家、2005年）

男女計 男子

37.9 
47.2 
34.3 
35.7 
23.4 
38.5 
24.2 
17.9 
34.3 
36.2 

1戸当たり専従者数（人）

男女計 男子

総数(千人）

1581 
340 
59 
128 
112 
198 
62 
32 
39 
509 

869 
199 
33 
67 
58 
106 
34 
18 
22 
276 

27.8 
31.1 
26.9 
26.3 
24.2 
26.6 
21.1 
19.9 
27.1 
29.0 

60～69 70歳以上49歳以下 50～59

男子専従者の年齢別割合（％） 

15.8 
7.0 
19.4 
19.3 
27.7 
16.3 
28.9 
32.7 
19.5 
15.8 

18.5 
14.7 
19.5 
18.7 
24.6 
18.5 
25.8 
29.5 
19.1 
19.1 

資料：農業センサス（2005 年）．
注．複合経営は主位部門が80%未満の経営．

第４表　農業経営組織別労働力保有状態別農家数割合
（都府県、販売農家、2005年）

合計
稲作単一
工芸農作物単一
露地野菜単一
施設野菜単一
果樹単一
花き・花木単一
酪農単一
肉用牛単一
複合経営

専従者がいる（総数に占める割合）（％）  

1911 
901 
44 
78 
50 
139 
31 
14 
27 
367 

総数
(千戸）

60歳未満
男子専従
者がいる

男女の専
従者がい
る

男子専従
者のみ

46.5 
26.6 
71.3 
82.2 
96.3 
78.0 
88.8 
98.3 
81.7 
73.4 

14.3 
4.6 
26.3 
29.5 
54.5 
24.8 
51.6 
71.0 
28.6 
24.1 

26.5 
9.7 
43.9 
57.2 
81.3 
47.0 
66.0 
82.3 
47.7 
48.1 

13.2 
11.5 
19.7 
14.9 
9.1 
18.8 
15.9 
13.1 
23.3 
16.9 

業
専
従
者
が
い
る
農
家
」

の
57
％
を
占
め
る
と
と
も

に
、
農
業
専
従
者
数
で
み

る
と
、
男
子
の
7
割
、
女

子
の
8
割
が
こ
の
区
分
の

農
家
に
該
当
し
て
お
り
、

多
く
の
農
業
専
従
者
が
男

女
で
作
業
し
て
い
る
こ
と

が
う
か
が
え
る
。「
男
子

農
業
専
従
者
が
2
名
以
上

い
る
農
家
」
は
「
農
業
専

従
者
が
い
る
農
家
」
の
1

割
強
で
は
あ
る
が
、
男
子

専
従
者
の
25
％
を
占
め
、

2
0
0
0
-0
5
年
の
減

少
率
が
2
％
と
非
常
に
低

く
、
販
売
農
家
が
大
き

く
減
少
す
る
中
で
ほ
ぼ
農

家
数
を
維
持
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
農
業
労
働

力
保
有
状
態
別
統
計
か

ら
は
「
誰
が
農
業
従
事
し

て
い
る
か
」
は
明
ら
か
と

な
る
が
、
農
家
と
し
て
ど

の
程
度
農
業
に
従
事
し
た

か
は
わ
か
ら
な
い
。
こ
の

た
め
、
以
下
で
は
農
業
投

下
労
働
規
模
別
に
つ
い
て

み
て
い
き
た
い
。
農
業
投

下
労
働
規
模
別
統
計
は

農
家
世
帯
員
と
雇
用
労

働
力
の
自
営
農
業
従
事

日
数
を
合
計
し
、
2
2
5
日
を
投
下
労
働
1

単
位
と
し
て
、
各
農
家
の
農
業
投
下
労
働
を

計
算
し
た
も
の
で
あ
る
 (4)
。

第
3
表
に
、
農
業
労
働
投
下
規
模
別
の
男
女

別
年
齢
別
農
業
専
従
者
数
を
示
し
た
。
表
か

ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
男
女
と
も
に
15
〜
39
歳

は
投
下
労
働
規
模
の
大
き
い
農
家
層
に
集
中
し

て
お
り
、
投
下
労
働
4
単
位
以
上
で
過
半
数

を
占
め
て
い
る
。
つ
ま
り
、
農
業
投
下
労
働
の

多
い
農
家
に
は
若
年
層
の
農
業
専
従
者
が
存
在

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

一方
、
農
業
専
従
者
の
過
半
を
占
め
る
60
歳

以
上
で
は
、「
1
〜
2
単
位
」、「
2
〜
3
単
位
」

の
割
合
が
高
く
、
特
に
女
子
で
「
2
〜
3
単

位
」
が
4
割
強
を
占
め
て
い
る
。
女
子
農
業

専
従
者
の
8
割
が
男
子
農
業
専
従
者
と
と
も

に
農
業
従
事
し
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
夫

婦
で
農
業
専
従
者
と
な
っ
て
い
る
農
家
が
多
い

た
め
と
思
わ
れ
る
 (5)
。

以
上
の
よ
う
に
若
い
農
業
専
従
者
の
多
く
は

農
業
投
下
労
働
の
多
い
農
家
に
お
り
、
農
業

労
働
力
を
必
要
と
す
る
親
の
経
営
に
加
わ
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
第
2
表

の
「
男
子
2
人
以
上
の
農
業
専
従
者
の
い
る
農

家
」
は
こ
の
よ
う
な
農
家
が
多
い
と
思
わ
れ
る

が
、
2
0
0
0
-0
5
年
で
農
家
数
は
ほ
と
ん

ど
減
って
い
な
い
。

（3） 

農
業
経
営
組
織
別
に
み
た

　
　
　
　
　
　
　
　

農
業
専
従
者

農
業
労
働
投
下
規
模
の
多
い
農
家
で
若
い
農

業
専
従
者
が
多
い
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
必
要

と
さ
れ
る
農
業
労
働
力
は
作
目
に
よ
っ
て
大
き

く
異
な
る
。
こ
の
た
め
、
ど
の
経
営
作
目
で
若

い
農
業
専
従
者
が
多
い
の
か
を
農
業
経
営
組
織

別
に
み
て
い
き
た
い
。

ま
ず
、
第
4
表
に
労
働
力
保
有
状
態
別
農

家
数
（
都
府
県
）
を
示
し
た
が
、
作
目
に
よ

り
大
き
な
差
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。「
専
従

者
が
い
る
農
家
」
の
割
合
は
、「
酪
農
単
一」、「
施

設
野
菜
単
一」
で
は
95
％
を
超
え
る
な
ど
、
園

芸
、
畜
産
で
高
い
割
合
を
示
す
一
方
、「
稲
作

単
一」
で
は
27
％
と
非
常
に
低
い
。
ま
た
、「
60

歳
未
満
男
子
専
従
者
が
い
る
農
家
」
の
割
合

は
「
酪
農
単
一」
が
71
％
と
最
も
高
く
、「
施

設
野
菜
単
一」、「
花
き
・
花
木
単
一」
で
5
割

を
超
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
男
女
の
専
従
者

が
い
る
農
家
」
と
「
男
子
専
従
者
の
み
い
る
農

家
」
を
比
較
す
る
と
、「
専
従
者
の
い
る
農
家
」

の
割
合
が
高
い
園
芸
、
畜
産
で
は
「
男
女
の
専

従
者
の
い
る
農
家
」
が
大
半
を
占
め
て
い
る
の

に
対
し
、同
割
合
の
低
い「
稲
作
単
一」で
は「
男

子
専
従
者
の
み
い
る
農
家
」
が
や
や
多
く
な
っ

て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
労
働
集
約
的
な
園
芸
、

畜
産
で
は
農
業
専
従
者
が
い
る
農
家
の
割
合
が

高
く
、
し
か
も
60
歳
未
満
男
子
専
従
者
を
確

保
し
て
い
る
農
家
も
多
い
。
一方
、「
稲
作
単
一」

は
「
専
従
者
の
い
る
農
家
」
の
割
合
が
低
く
、

専
従
者
が
い
た
と
し
て
も
「
男
子
専
従
者
の
み

い
る
農
家
」
が
多
い
。

次
に
、農
業
労
働
投
下
規
模
別
農
家
数
（
都

府
県
）
を
第
５
表
に
示
し
た
。「
稲
作
単
一」

で
は
「
1
単
位
未
満
」
が
総
数
の
66
%
を
占

め
て
い
る
の
に
対
し
、「
専
従
者
が
い
る
農
家
」

の
割
合
が
高
い
「
酪
農
単
一」、「
施
設
野
菜
単

一」、「
花
き
・
花
木
単
一」
で
は
「
1
単
位
未
満
」

の
割
合
は
1
割
に
も
満
た
ず
、「
2
〜
3
単

位
」、「
4
単
位
以
上
」
で
割
合
が
高
い
。
夫

婦
な
ど
2
人
の
世
帯
員
が
年
間
2
5
0
日
以

上
農
業
従
事
し
て
い
る
農
家
は
「
２
〜
３
単

位
」
に
該
当
し
、
3
人
の
場
合
は
「
4
単
位

以
上
」
と
な
る
こ
と
か
ら
、「
２
〜
3
単
位
」

は
夫
婦
経
営
が
多
く
、「
4
単
位
以
上
」
は
親

子
2
世
代
の
経
営
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。「
酪

農
単
一」、「
施
設
野
菜
単
一」、「
花
き
・
花
木

単
一」
で
は
「
4
単
位
以
上
」
が
3
割
前
後
と

他
の
部
門
よ
り
も
高
く
、
親
子
2
世
代
以
上

の
経
営
が
多
数
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
。さら

に
、
農
業
経
営
組
織
別
農
業
専
従
者

数
を
み
た
の
が
第
６
表
で
あ
る
。
同
表
か
ら
1

戸
当
た
り
の
専
従
者
数
（
男
女
計
）
を
み
る

と
、「
酪
農
単
一」、「
施
設
野
菜
単
一」、「
花
き
・

花
木
単
一」
で
２
人
を
超
え
て
い
る
の
に
対

し
、「
稲
作
単
一」
は
0．4
人
と
非
常
に
少
な

い
。
ま
た
、
男
子
に
つ
い
て
年
齢
別
に
み
る

と
、「
酪
農
単
一」、「
施
設
野
菜
単
一」、「
花

き
・
花
木
単
一」
で
は
49
歳
以
下
の
占
め
る

割
合
が
高
く
、
60
歳
未
満
の
専
従
者
が
過

半
を
占
め
て
い
る
。
一
方
、「
稲
作
単
一」
で

は
47
%
が
70
歳
以
上
で
占
め
ら
れ
る
な

ど
、
農
業
専
従
者
の
8
割
近
く
は
60
歳
以

上
で
あ
る
。

動向解析
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第３表　農業労働投下規模別専従者数(都府県、販売農家、2005年）

合計
０.５～１.０
１.０～２.０
２.０～３.０
３.０～４.０
４.０～５.０
５.０ 単位以上
合計
０.５～１.０
１.０～２.０
２.０～３.０
３.０～４.０
４.０～５.０
５.０ 単位以上

資料：農業センサス（2005 年）．

実
数
（
千
人
）

構
成
比
（
％
）

50～59
161 
5 
37 
54 
28 
21 
15 

100.0 
3.2 
23.1 
33.9 
17.4 
13.0 
9.4 

40～49
78 
1 
11 
19 
16 
17 
13 

100.0 
1.5 
14.1 
24.9 
20.6 
21.8 
17.0 

60 歳以上
571 
24 
199 
220 
62 
38 
28 

100.0 
4.2 
34.9 
38.5 
10.8 
6.7 
4.8 

15～39歳
59 
0 
3 
9 
11 
20 
16 

100.0 
0.3 
4.9 
15.0 
19.2 
33.4 
27.2 

50～59
155 
2 
31 
61 
27 
20 
14 

100.0 
1.2 
20.1 
39.7 
17.6 
12.6 
8.7 

40～49
72 
0 
7 
20 
16 
15 
13 

100.0 
0.5 
9.4 
27.6 
22.7 
21.1 
18.7 

60 歳以上
459 
12 
125 
199 
59 
38 
27 

100.0 
2.5 
27.2 
43.3 
12.8 
8.3 
5.9 

15～39歳
26 
0 
1 
4 
5 
7 
10 

100.0 
0.1 
3.0 
14.0 
 18.5 
25.7 
38.7 

男　　子 女　　子

資料：農業センサス（2005 年）．
注．複合経営は主位部門が 80%未満の経営．

合計
稲作単一
工芸農作物単一
露地野菜単一
施設野菜単一
果樹単一
花き・花木単一
酪農単一
肉用牛単一
複合経営

1911 
901 
44 
78 
50 
139 
31 
14 
27 
367 

1～2１単位未満 2～3 3～4 ４単位以上
総数
(千戸）

47.8 
66.0 
24.6 
14.5 
2.7 
19.0 
9.3 
1.2 
15.7 
21.5 

25.8 
25.3 
31.6 
28.2 
12.7 
31.9 
19.5 
10.0 
33.7 
30.0 

16.3 
7.1 
26.0 
33.4 
37.3 
29.8 
28.9 
38.0 
34.1 
29.8 

5.1 
1.3 
9.7 
10.8 
17.4 
10.9 
14.1 
16.7 
8.3 
10.0 

5.0 
0.4 
8.2 
13.0 
29.8 
8.4 
28.2 
34.2 
8.2 
8.6 

総数に占める割合（％）

第５表　農業経営組織別農業投下労働規模別農家数割合
（都府県、販売農家、2005年）

資料：農業センサス（2005 年）．
注．複合経営は主位部門が 80%未満の経営．

合計
稲作単一
工芸農作物単一
露地野菜単一
施設野菜単一
果樹単一
花き・花木単一
酪農単一
肉用牛単一
複合経営

0.8 
0.4 
1.3 
1.6 
2.3 
1.4 
2.0 
2.3 
1.4 
1.4 

0.5 
0.2 
0.7 
0.9 
1.2 
0.8 
1.1 
1.3 
0.8 
0.8 

第６表　農業経営組織別専従者数（都府県、販売農家、2005年）

男女計 男子

37.9 
47.2 
34.3 
35.7 
23.4 
38.5 
24.2 
17.9 
34.3 
36.2 

1戸当たり専従者数（人）

男女計 男子

総数(千人）

1581 
340 
59 
128 
112 
198 
62 
32 
39 
509 

869 
199 
33 
67 
58 
106 
34 
18 
22 
276 

27.8 
31.1 
26.9 
26.3 
24.2 
26.6 
21.1 
19.9 
27.1 
29.0 

60～69 70歳以上49歳以下 50～59

男子専従者の年齢別割合（％） 

15.8 
7.0 
19.4 
19.3 
27.7 
16.3 
28.9 
32.7 
19.5 
15.8 

18.5 
14.7 
19.5 
18.7 
24.6 
18.5 
25.8 
29.5 
19.1 
19.1 

資料：農業センサス（2005 年）．
注．複合経営は主位部門が80%未満の経営．

第４表　農業経営組織別労働力保有状態別農家数割合
（都府県、販売農家、2005年）

合計
稲作単一
工芸農作物単一
露地野菜単一
施設野菜単一
果樹単一
花き・花木単一
酪農単一
肉用牛単一
複合経営

専従者がいる（総数に占める割合）（％）  

1911 
901 
44 
78 
50 
139 
31 
14 
27 
367 

総数
(千戸）

60歳未満
男子専従
者がいる

男女の専
従者がい
る

男子専従
者のみ

46.5 
26.6 
71.3 
82.2 
96.3 
78.0 
88.8 
98.3 
81.7 
73.4 

14.3 
4.6 
26.3 
29.5 
54.5 
24.8 
51.6 
71.0 
28.6 
24.1 

26.5 
9.7 
43.9 
57.2 
81.3 
47.0 
66.0 
82.3 
47.7 
48.1 

13.2 
11.5 
19.7 
14.9 
9.1 
18.8 
15.9 
13.1 
23.3 
16.9 

業
専
従
者
が
い
る
農
家
」

の
57
％
を
占
め
る
と
と
も

に
、
農
業
専
従
者
数
で
み

る
と
、
男
子
の
7
割
、
女

子
の
8
割
が
こ
の
区
分
の

農
家
に
該
当
し
て
お
り
、

多
く
の
農
業
専
従
者
が
男

女
で
作
業
し
て
い
る
こ
と

が
う
か
が
え
る
。「
男
子

農
業
専
従
者
が
2
名
以
上

い
る
農
家
」
は
「
農
業
専

従
者
が
い
る
農
家
」
の
1

割
強
で
は
あ
る
が
、
男
子

専
従
者
の
25
％
を
占
め
、

2
0
0
0
-0
5
年
の
減

少
率
が
2
％
と
非
常
に
低

く
、
販
売
農
家
が
大
き

く
減
少
す
る
中
で
ほ
ぼ
農

家
数
を
維
持
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
農
業
労
働

力
保
有
状
態
別
統
計
か

ら
は
「
誰
が
農
業
従
事
し

て
い
る
か
」
は
明
ら
か
と

な
る
が
、
農
家
と
し
て
ど

の
程
度
農
業
に
従
事
し
た

か
は
わ
か
ら
な
い
。
こ
の

た
め
、
以
下
で
は
農
業
投

下
労
働
規
模
別
に
つ
い
て

み
て
い
き
た
い
。
農
業
投

下
労
働
規
模
別
統
計
は

農
家
世
帯
員
と
雇
用
労

働
力
の
自
営
農
業
従
事

日
数
を
合
計
し
、
2
2
5
日
を
投
下
労
働
1

単
位
と
し
て
、
各
農
家
の
農
業
投
下
労
働
を

計
算
し
た
も
の
で
あ
る
 (4)
。

第
3
表
に
、
農
業
労
働
投
下
規
模
別
の
男
女

別
年
齢
別
農
業
専
従
者
数
を
示
し
た
。
表
か

ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
男
女
と
も
に
15
〜
39
歳

は
投
下
労
働
規
模
の
大
き
い
農
家
層
に
集
中
し

て
お
り
、
投
下
労
働
4
単
位
以
上
で
過
半
数

を
占
め
て
い
る
。
つ
ま
り
、
農
業
投
下
労
働
の

多
い
農
家
に
は
若
年
層
の
農
業
専
従
者
が
存
在

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

一方
、
農
業
専
従
者
の
過
半
を
占
め
る
60
歳

以
上
で
は
、「
1
〜
2
単
位
」、「
2
〜
3
単
位
」

の
割
合
が
高
く
、
特
に
女
子
で
「
2
〜
3
単

位
」
が
4
割
強
を
占
め
て
い
る
。
女
子
農
業

専
従
者
の
8
割
が
男
子
農
業
専
従
者
と
と
も

に
農
業
従
事
し
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
夫

婦
で
農
業
専
従
者
と
な
っ
て
い
る
農
家
が
多
い

た
め
と
思
わ
れ
る
 (5)
。

以
上
の
よ
う
に
若
い
農
業
専
従
者
の
多
く
は

農
業
投
下
労
働
の
多
い
農
家
に
お
り
、
農
業

労
働
力
を
必
要
と
す
る
親
の
経
営
に
加
わ
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
第
2
表

の
「
男
子
2
人
以
上
の
農
業
専
従
者
の
い
る
農

家
」
は
こ
の
よ
う
な
農
家
が
多
い
と
思
わ
れ
る

が
、
2
0
0
0
-0
5
年
で
農
家
数
は
ほ
と
ん

ど
減
って
い
な
い
。

（3） 

農
業
経
営
組
織
別
に
み
た

　
　
　
　
　
　
　
　

農
業
専
従
者

農
業
労
働
投
下
規
模
の
多
い
農
家
で
若
い
農

業
専
従
者
が
多
い
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
必
要

と
さ
れ
る
農
業
労
働
力
は
作
目
に
よ
っ
て
大
き

く
異
な
る
。
こ
の
た
め
、
ど
の
経
営
作
目
で
若

い
農
業
専
従
者
が
多
い
の
か
を
農
業
経
営
組
織

別
に
み
て
い
き
た
い
。

ま
ず
、
第
4
表
に
労
働
力
保
有
状
態
別
農

家
数
（
都
府
県
）
を
示
し
た
が
、
作
目
に
よ

り
大
き
な
差
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。「
専
従

者
が
い
る
農
家
」
の
割
合
は
、「
酪
農
単
一」、「
施

設
野
菜
単
一」
で
は
95
％
を
超
え
る
な
ど
、
園

芸
、
畜
産
で
高
い
割
合
を
示
す
一
方
、「
稲
作

単
一」
で
は
27
％
と
非
常
に
低
い
。
ま
た
、「
60

歳
未
満
男
子
専
従
者
が
い
る
農
家
」
の
割
合

は
「
酪
農
単
一」
が
71
％
と
最
も
高
く
、「
施

設
野
菜
単
一」、「
花
き
・
花
木
単
一」
で
5
割

を
超
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
男
女
の
専
従
者

が
い
る
農
家
」
と
「
男
子
専
従
者
の
み
い
る
農

家
」
を
比
較
す
る
と
、「
専
従
者
の
い
る
農
家
」

の
割
合
が
高
い
園
芸
、
畜
産
で
は
「
男
女
の
専

従
者
の
い
る
農
家
」
が
大
半
を
占
め
て
い
る
の

に
対
し
、同
割
合
の
低
い「
稲
作
単
一」で
は「
男

子
専
従
者
の
み
い
る
農
家
」
が
や
や
多
く
な
っ

て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
労
働
集
約
的
な
園
芸
、

畜
産
で
は
農
業
専
従
者
が
い
る
農
家
の
割
合
が

高
く
、
し
か
も
60
歳
未
満
男
子
専
従
者
を
確

保
し
て
い
る
農
家
も
多
い
。
一方
、「
稲
作
単
一」

は
「
専
従
者
の
い
る
農
家
」
の
割
合
が
低
く
、

専
従
者
が
い
た
と
し
て
も
「
男
子
専
従
者
の
み

い
る
農
家
」
が
多
い
。

次
に
、農
業
労
働
投
下
規
模
別
農
家
数
（
都

府
県
）
を
第
５
表
に
示
し
た
。「
稲
作
単
一」

で
は
「
1
単
位
未
満
」
が
総
数
の
66
%
を
占

め
て
い
る
の
に
対
し
、「
専
従
者
が
い
る
農
家
」

の
割
合
が
高
い
「
酪
農
単
一」、「
施
設
野
菜
単

一」、「
花
き
・
花
木
単
一」
で
は
「
1
単
位
未
満
」

の
割
合
は
1
割
に
も
満
た
ず
、「
2
〜
3
単

位
」、「
4
単
位
以
上
」
で
割
合
が
高
い
。
夫

婦
な
ど
2
人
の
世
帯
員
が
年
間
2
5
0
日
以

上
農
業
従
事
し
て
い
る
農
家
は
「
２
〜
３
単

位
」
に
該
当
し
、
3
人
の
場
合
は
「
4
単
位

以
上
」
と
な
る
こ
と
か
ら
、「
２
〜
3
単
位
」

は
夫
婦
経
営
が
多
く
、「
4
単
位
以
上
」
は
親

子
2
世
代
の
経
営
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。「
酪

農
単
一」、「
施
設
野
菜
単
一」、「
花
き
・
花
木

単
一」
で
は
「
4
単
位
以
上
」
が
3
割
前
後
と

他
の
部
門
よ
り
も
高
く
、
親
子
2
世
代
以
上

の
経
営
が
多
数
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
。さら

に
、
農
業
経
営
組
織
別
農
業
専
従
者

数
を
み
た
の
が
第
６
表
で
あ
る
。
同
表
か
ら
1

戸
当
た
り
の
専
従
者
数
（
男
女
計
）
を
み
る

と
、「
酪
農
単
一」、「
施
設
野
菜
単
一」、「
花
き
・

花
木
単
一」
で
２
人
を
超
え
て
い
る
の
に
対

し
、「
稲
作
単
一」
は
0．4
人
と
非
常
に
少
な

い
。
ま
た
、
男
子
に
つ
い
て
年
齢
別
に
み
る

と
、「
酪
農
単
一」、「
施
設
野
菜
単
一」、「
花

き
・
花
木
単
一」
で
は
49
歳
以
下
の
占
め
る

割
合
が
高
く
、
60
歳
未
満
の
専
従
者
が
過

半
を
占
め
て
い
る
。
一
方
、「
稲
作
単
一」
で

は
47
%
が
70
歳
以
上
で
占
め
ら
れ
る
な

ど
、
農
業
専
従
者
の
8
割
近
く
は
60
歳
以

上
で
あ
る
。
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資料：国勢調査（各年版）．
注．年齢は5歳刻みの最初の年齢を示した．

資料：農業センサス( 各年版）．
注（１）常雇とは、主として自営の農作業のために雇った人で、あらかじめ7ヶ月以上の期間を定めて雇った人．
（２）農家以外の農業事業体は、販売目的の事業体（事業体計）．

常雇のいる農家

うち、一戸一法人

農家以外の
農業事業体

農業経営体総数

農家数 (戸）
　総数に占める割合 (%)
人数 ( 人）
農家数 (戸）
　総数に占める割合 (%)
人数 ( 人）
事業体数
　総数に占める割合 (%)
人数（人）
事業体数
　総数に占める割合 (%)
人数（人）
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第1図　年齢別農業就業者（雇用者）の
年齢別人数の推移（全国、男女計）
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資料：農業センサス（2005 年）．
注（１）販売農家以外とは、農業経営体で販売農家以外をいう．
（２）女子比率とは、常雇総数のうち女子の割合．
（３）複合経営は主位部門が80%未満の経営．

総数
稲作単一
露地野菜単一
施設野菜単一
果樹類単一
花き・花木単一
酪農単一
肉用牛単一
養豚単一
養鶏単一
複合経営
販売なし

常雇数(人） 女子比率（％）

販売農家以外農業経営体 販売農家 販売農家以外農業経営体 販売農家
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6,604 
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129,086 
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13,079 
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26.2 
47.8 
69.1 
50.7 
67.8 
31.9 
19.8 
18.4 
53.9 
43.4 
43.4 

56.5 
31.4 
55.4 
79.1 
55.9 
77.0 
33.9 
20.3 
19.0 
55.9 
56.9 
42.7 

65.6 
34.3 
57.9 
84.0 
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34.9 
21.2 
22.7 
66.8 
64.1 
27.7 

第8表　農業経営組織別の常雇者数（全国、2005年）

（4） 
ま
と
め

以
上
、
農
業
専
従
者
を
中
心
に
農
業
労
働

力
に
つ
い
て
分
析
し
た
結
果
、
以
下
の
よ
う
な

こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

第
一に
、
2
0
0
0
-0
5
年
の
農
業
労
働

力
の
変
化
は
1
9
9
5
-2
0
0
0
年
と
ほ
ぼ

同
様
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
今

回
の
特
徴
と
し
て
は
、

男
子
の
基
幹
的
農
業
従

事
者
の
減
少
が
わ
ず
か

で
あ
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら

れ
る
。

第
二
に
、「
男
女
の

農
業
専
従
者
の
い
る
農

家
」
に
男
子
専
従
者
の

7
割
、
女
子
専
従
者
の

8
割
が
お
り
、
多
く
の

農
業
専
従
者
が
男
女
で

作
業
し
て
い
る
。ま
た
、

「
男
子
専
従
者
2
人
以

上
の
農
家
」
に
い
る
男

子
農
業
専
従
者
は
全
体

の
4
分
の
1
を
占
め
て

い
る
。第三

に
、
39
歳
以
下

の
農
業
専
従
者
の
過
半

が
投
下
労
働
4
単
位
以

上
の
農
家
に
存
在
し
て

お
り
、
農
業
労
働
力
を

必
要
と
す
る
親
の
経
営

に
加
わ
っ
て
、
農
業
専

従
者
と
な
っ
て
い
る
者
が

多
い
と
考
え
ら
れ
る
。

第
四
に
、
専
従
者
の
賦
存
状
況
は
園
芸
・

畜
産
部
門
と
稲
作
で
大
き
く
異
な
って
お
り
、

園
芸
・
畜
産
部
門
で
は
49
歳
以
下
の
専
従
者

の
占
め
る
割
合
が
高
い
。

　

3　

雇
用
農
業
労
働
力

　

　
（
常
雇
）
の
動
向

　（1） 

常
雇
の
動
向

若
い
農
業
専
従
者
が
農
業
投
下
労
働
規
模

の
大
き
い
農
家
に
多
く
存
在
し
て
い
る
背
景

に
、
農
業
経
営
の
維
持
、
発
展
の
た
め
に
規

模
拡
大
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
影
響
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。
一
定
の
規
模
以
上
の
経
営
に
な

る
と
家
族
世
帯
員
だ
け
で
作
業
す
る
こ
と
は

困
難
と
な
り
、
雇
用
労
働
力
を
導
入
す
る
こ

と
に
な
る
。
今
後
、
大
規
模
経
営
が
さ
ら
に

増
加
す
る
と
予
想
さ
れ
る
中
で
、
雇
用
労
働

力
は
今
ま
で
以
上
に
重
要
に
な
る
と
思
わ
れ

る
。
こ
の
た
め
、
雇
用
労
働
力
の
動
向
に
つ
い

て
も
分
析
し
て
い
き
た
い
。
な
お
、
農
業
セ
ン

サ
ス
に
お
け
る
雇
用
労
働
力
に
は
常
雇
と
臨

時
雇
が
あ
る
が
、
常
雇
の
み
を
分
析
の
対
象

と
す
る
 (6)
。

農
業
に
お
け
る
雇
用
労
働
力
の
動
向
を
み

る
と
（
第
７
表
参
照
）、
常
雇
の
い
る
農
家
の

販
売
農
家
総
数
に
占
め
る
割
合
は
非
常
に
低
い

も
の
の
、
1
9
9
0
年
か
ら
2
0
0
0
年
に
か

け
て
約
3
倍
と
急
増
し
て
い
る
。
1
戸
当
た
り

の
常
雇
人
数
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、

2
0
0
0
年
ま
で
の
常
雇
者
数
は
農
家
数
の

伸
び
以
上
の
増
加
率
を
示
し
て
い
た
。
し
か

し
、
2
0
0
5
年
で
は
、
1
戸
当
た
り
の
常

雇
者
数
は
増
加
し
た
も
の
の
、
常
雇
の
い
る
農

家
数
が
1
割
減
少
し
た
た
め
、
常
雇
人
数
は

や
や
減
少
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
約
3
割
に

常
雇
が
お
り
、
1
戸
当
た
り
の
常
雇
人
数
も

多
い一戸
一法
人
で
大
幅
に
農
家
数
が
減
少
し
た

こ
と
が
、
今
回
の
常
雇
者
数
の
減
少
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

一
方
、
農
家
以
外
の
農
業
事
業
体
で
は
、

2
0
0
0
年
ま
で
常
雇
の
い
る
事
業
体
が
6
割

前
後
を
占
め
る
と
と
も
に
、
1
事
業
体
当
た

り
の
常
雇
人
数
が
10
人
を
超
え
て
い
た
。

1
9
9
0
年
の
常
雇
者
数
は
農
家
に
雇
用
さ

れ
て
い
た
者
よ
り
も
農
家
以
外
の
農
業
事
業
体

に
雇
用
さ
れ
た
者
が
多
か
っ
た
が
、
農
家
で
の

常
雇
者
数
が
急
増
し
た
た
め
、
2
0
0
0
年

か
ら
は
農
家
で
雇
用
さ
れ
た
者
の
方
が
上
回
っ

て
い
る
。

さ
ら
に
、
農
家
と
農
家
以
外
の
農
業
事
業

体
を
合
計
し
て
み
る
と
、
1
9
9
0
年
か
ら

2
0
0
0
年
に
か
け
て
は
ほ
ぼ
倍
増
し
て
い
た

常
雇
が
、
2
0
0
5
年
で
は
わ
ず
か
な
増
加

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
2
0
0
5
年

で
は
、
農
業
セ
ン
サ
ス
の
調
査
体
系
が
大
き
く

変
わ
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
あ
る
程
度
影
響
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
 (7) 

。
そ
こ
で
、
農
業
セ
ン

サ
ス
以
外
で
雇
用
農
業
労
働
力
を
把
握
す
る

こ
と
が
で
き
る
「
国
勢
調
査
」 (8)
で
み
る
と
、

雇
用
農
業
労
働
力
は
1
9
9
5
年
が
2
0
万

人
、
2
0
0
0
年
が
2
4
万
人
、
2
0
0
5

年
が
2
8
万
人
で
あ
り
、
2
0
0
0
-0
5
年

も
1
9
9
5
-2
0
0
0
年
と
同
様
の
伸
び
を

示
し
て
い
る
 (9)
。

「
国
勢
調
査
」
で
は
、
農
業
セ
ン
サ
ス
で

は
調
査
さ
れ
て
い
な
い
男
女
別
年
齢
別
の
デ
ー

タ
が
把
握
で
き
る
。
第
1
図
に
国
勢
調
査

の
年
齢
別
農
業
雇
用
者
数
を
示
し
た
が
、

1
9
9
5
-
2
0
0
0
年
、
2
0
0
0 

-0
5
年
と
も
に
20
、
30
歳
代
と
50
、
60
歳
代

で
増
加
し
て
い
る
。2
0
0
0
-0
5
年
で
は
、

特
に
、
50
歳
代
で
大
幅
に
増
加
し
て
お
り
、

女
子
で
の
増
加
が
多
い
。

（2） 

農
業
経
営
組
織
別
の
常
雇
者
数

経
営
作
目
に
よ
っ
て
必
要
と
さ
れ
る
農
業
労

働
力
は
異
な
る
の
で
、
常
雇
の
人
数
も
大
き
く

異
な
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
た
め
、
ど
の
よ
う

な
作
目
で
常
雇
が
多
い
の
か
を
見
て
い
き
た

い
。
そ
の
場
合
、
第
７
表
で
示
し
た
よ
う
に
、

農
家
と
農
家
以
外
の
農
業
事
業
体
で
は
1
戸

（
1
事
業
体
）
当
た
り
の
常
雇
数
に
は
大
き

な
差
が
あ
り
、
分
け
て
み
る
べ
き
で
あ
る
が
、

2
0
0
5
年
セ
ン
サ
ス
の
農
家
以
外
の
農
業
事

業
体
の
経
営
組
織
別
常
雇
数
の
統
計
は
な
い
。

こ
の
た
め
、
2
0
0
5
年
農
業
セ
ン
サ
ス
で
定

義
さ
れ
た
「
農
業
経
営
体
」（
2
0
0
0
年

ま
で
別
々
の
調
査
票
で
調
査
し
て
い
た
「
農

家
」、「
農
家
以
外
の
農
業
事
業
体
」、「
農
業

サ
ー
ビ
ス
事
業
体
」
を
１
つ
に
ま
と
め
た
も
の
）

に
つ
い
て
、
販
売
農
家
と
そ
れ
以
外
に
分
け
て

み
た
。

そ
の
結
果
を
第
８
表
に
示
し
た
が
、
農
業

経
営
体
で
常
雇
の
多
い
の
は
、
様
々
な
経
営
が

含
ま
れ
る
複
合
経
営
を
除
く
と
「
花
き
・
花

木
単
一」、「
施
設
野
菜
単
一」、「
養
鶏
単
一」
で

あ
る
。
販
売
農
家
で
常
雇
が
多
い
の
は
複
合
経

営
を
除
く
と
「
花
き
・
花
木
単
一」、「
施
設

野
菜
単
一」
で
あ
り
、
単
一経
営
の
常
雇
の
ほ
ぼ

半
数
が
施
設
園
芸
部
門
で
雇
用
さ
れ
て
い
る
。

一方
、販
売
農
家
以
外
で
は
、「
販
売
な
し
」「
養

鶏
単
一」
が
1
万
人
を
超
え
る
と
と
も
に
、「
養

豚
単
一」、「
施
設
野
菜
単
一」、「
花
き
・
花
木

単
一」
で
多
く
な
って
お
り
、「
養
鶏
単
一」、「
養

豚
単
一」
の
中
小
家
畜
で
単
一経
営
の
36
％
、「
施

設
野
菜
単
一」、「
花
き
・
花
木
単
一」
の
施
設

園
芸
で
22
％
を
占
め
て
い
る
。
販
売
農
家
以
外

の
「
販
売
な
し
」
で
常
雇
が
多
い
の
は
「
サ
ー

ビ
ス
事
業
体
」
が
こ
こ
に
含
ま
れ
て
い
る
た
め

と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
、
常
雇
に
占
め
る
女
子
の
割
合
を
み

る
と
、
農
業
経
営
体
総
数
で
57
％
を
占
め
、

園
芸
部
門
で
の
比
率
が
高
く
、
養
鶏
を
除
く

畜
産
で
低
い
。
販
売
農
家
と
販
売
農
家
以
外

と
を
比
較
す
る
と
、
販
売
農
家
で
は
三
分
の
二

が
女
子
で
あ
る
に
対
し
、
販
売
農
家
以
外
で
は

動向解析
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常雇のいる農家

うち、一戸一法人

農家以外の
農業事業体

農業経営体総数

農家数 (戸）
　総数に占める割合 (%)
人数 ( 人）
農家数 (戸）
　総数に占める割合 (%)
人数 ( 人）
事業体数
　総数に占める割合 (%)
人数（人）
事業体数
　総数に占める割合 (%)
人数（人）

第7表　雇用労働力（常雇）の動向(全国）

8,218
0.3

19,304

4,176
55.9

42,496

18,220
0.7

42,669

4,494
69.8

48,551

23,612
1.0

61,943
2,543
30.0

11,975
4,494
59.6

52,059

21,166
1.1

61,094
1,699
32.4
9,056
5,682
41.3

56,791
28,355
1.4

129,086

1990年 1995 2000 2005

第1図　年齢別農業就業者（雇用者）の
年齢別人数の推移（全国、男女計）

0

5,000

15歳

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000
人

25 35 45 55

2005年2000年

1995年

65 75 85

資料：農業センサス（2005 年）．
注（１）販売農家以外とは、農業経営体で販売農家以外をいう．
（２）女子比率とは、常雇総数のうち女子の割合．
（３）複合経営は主位部門が80%未満の経営．

総数
稲作単一
露地野菜単一
施設野菜単一
果樹類単一
花き・花木単一
酪農単一
肉用牛単一
養豚単一
養鶏単一
複合経営
販売なし

常雇数(人） 女子比率（％）

販売農家以外農業経営体 販売農家 販売農家以外農業経営体 販売農家

67,992 
1,781 
1,116 
5,615 
1,162 
5,432 
1,512 
3,180 
5,740 
12,103 
6,604 
12,193 

129,086 
4,889 
4,464 
16,967 
4,598 
18,511 
4,478 
4,761 
6,678 
14,290 
19,089 
12,734 

61,094 
3,108 
3,348 
11,352 
3,436 
13,079 
2,966 
1,581 
938 
2,187 
12,485 
541 

48.2 
26.2 
47.8 
69.1 
50.7 
67.8 
31.9 
19.8 
18.4 
53.9 
43.4 
43.4 

56.5 
31.4 
55.4 
79.1 
55.9 
77.0 
33.9 
20.3 
19.0 
55.9 
56.9 
42.7 

65.6 
34.3 
57.9 
84.0 
57.7 
80.8 
34.9 
21.2 
22.7 
66.8 
64.1 
27.7 

第8表　農業経営組織別の常雇者数（全国、2005年）

（4） 

ま
と
め

以
上
、
農
業
専
従
者
を
中
心
に
農
業
労
働

力
に
つ
い
て
分
析
し
た
結
果
、
以
下
の
よ
う
な

こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

第
一に
、
2
0
0
0
-0
5
年
の
農
業
労
働

力
の
変
化
は
1
9
9
5
-2
0
0
0
年
と
ほ
ぼ

同
様
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
今

回
の
特
徴
と
し
て
は
、

男
子
の
基
幹
的
農
業
従

事
者
の
減
少
が
わ
ず
か

で
あ
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら

れ
る
。

第
二
に
、「
男
女
の

農
業
専
従
者
の
い
る
農

家
」
に
男
子
専
従
者
の

7
割
、
女
子
専
従
者
の

8
割
が
お
り
、
多
く
の

農
業
専
従
者
が
男
女
で

作
業
し
て
い
る
。ま
た
、

「
男
子
専
従
者
2
人
以

上
の
農
家
」
に
い
る
男

子
農
業
専
従
者
は
全
体

の
4
分
の
1
を
占
め
て

い
る
。第三

に
、
39
歳
以
下

の
農
業
専
従
者
の
過
半

が
投
下
労
働
4
単
位
以

上
の
農
家
に
存
在
し
て

お
り
、
農
業
労
働
力
を

必
要
と
す
る
親
の
経
営

に
加
わ
っ
て
、
農
業
専

従
者
と
な
っ
て
い
る
者
が

多
い
と
考
え
ら
れ
る
。

第
四
に
、
専
従
者
の
賦
存
状
況
は
園
芸
・

畜
産
部
門
と
稲
作
で
大
き
く
異
な
って
お
り
、

園
芸
・
畜
産
部
門
で
は
49
歳
以
下
の
専
従
者

の
占
め
る
割
合
が
高
い
。

　

3　

雇
用
農
業
労
働
力

　

　
（
常
雇
）
の
動
向

　（1） 

常
雇
の
動
向

若
い
農
業
専
従
者
が
農
業
投
下
労
働
規
模

の
大
き
い
農
家
に
多
く
存
在
し
て
い
る
背
景

に
、
農
業
経
営
の
維
持
、
発
展
の
た
め
に
規

模
拡
大
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
影
響
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。
一
定
の
規
模
以
上
の
経
営
に
な

る
と
家
族
世
帯
員
だ
け
で
作
業
す
る
こ
と
は

困
難
と
な
り
、
雇
用
労
働
力
を
導
入
す
る
こ

と
に
な
る
。
今
後
、
大
規
模
経
営
が
さ
ら
に

増
加
す
る
と
予
想
さ
れ
る
中
で
、
雇
用
労
働

力
は
今
ま
で
以
上
に
重
要
に
な
る
と
思
わ
れ

る
。
こ
の
た
め
、
雇
用
労
働
力
の
動
向
に
つ
い

て
も
分
析
し
て
い
き
た
い
。
な
お
、
農
業
セ
ン

サ
ス
に
お
け
る
雇
用
労
働
力
に
は
常
雇
と
臨

時
雇
が
あ
る
が
、
常
雇
の
み
を
分
析
の
対
象

と
す
る
 (6)
。

農
業
に
お
け
る
雇
用
労
働
力
の
動
向
を
み

る
と
（
第
７
表
参
照
）、
常
雇
の
い
る
農
家
の

販
売
農
家
総
数
に
占
め
る
割
合
は
非
常
に
低
い

も
の
の
、
1
9
9
0
年
か
ら
2
0
0
0
年
に
か

け
て
約
3
倍
と
急
増
し
て
い
る
。
1
戸
当
た
り

の
常
雇
人
数
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、

2
0
0
0
年
ま
で
の
常
雇
者
数
は
農
家
数
の

伸
び
以
上
の
増
加
率
を
示
し
て
い
た
。
し
か

し
、
2
0
0
5
年
で
は
、
1
戸
当
た
り
の
常

雇
者
数
は
増
加
し
た
も
の
の
、
常
雇
の
い
る
農

家
数
が
1
割
減
少
し
た
た
め
、
常
雇
人
数
は

や
や
減
少
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
約
3
割
に

常
雇
が
お
り
、
1
戸
当
た
り
の
常
雇
人
数
も

多
い一戸
一法
人
で
大
幅
に
農
家
数
が
減
少
し
た

こ
と
が
、
今
回
の
常
雇
者
数
の
減
少
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

一
方
、
農
家
以
外
の
農
業
事
業
体
で
は
、

2
0
0
0
年
ま
で
常
雇
の
い
る
事
業
体
が
6
割

前
後
を
占
め
る
と
と
も
に
、
1
事
業
体
当
た

り
の
常
雇
人
数
が
10
人
を
超
え
て
い
た
。

1
9
9
0
年
の
常
雇
者
数
は
農
家
に
雇
用
さ

れ
て
い
た
者
よ
り
も
農
家
以
外
の
農
業
事
業
体

に
雇
用
さ
れ
た
者
が
多
か
っ
た
が
、
農
家
で
の

常
雇
者
数
が
急
増
し
た
た
め
、
2
0
0
0
年

か
ら
は
農
家
で
雇
用
さ
れ
た
者
の
方
が
上
回
っ

て
い
る
。

さ
ら
に
、
農
家
と
農
家
以
外
の
農
業
事
業

体
を
合
計
し
て
み
る
と
、
1
9
9
0
年
か
ら

2
0
0
0
年
に
か
け
て
は
ほ
ぼ
倍
増
し
て
い
た

常
雇
が
、
2
0
0
5
年
で
は
わ
ず
か
な
増
加

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
2
0
0
5
年

で
は
、
農
業
セ
ン
サ
ス
の
調
査
体
系
が
大
き
く

変
わ
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
あ
る
程
度
影
響
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
 (7) 

。
そ
こ
で
、
農
業
セ
ン

サ
ス
以
外
で
雇
用
農
業
労
働
力
を
把
握
す
る

こ
と
が
で
き
る
「
国
勢
調
査
」 (8)
で
み
る
と
、

雇
用
農
業
労
働
力
は
1
9
9
5
年
が
2
0
万

人
、
2
0
0
0
年
が
2
4
万
人
、
2
0
0
5

年
が
2
8
万
人
で
あ
り
、
2
0
0
0
-0
5
年

も
1
9
9
5
-2
0
0
0
年
と
同
様
の
伸
び
を

示
し
て
い
る
 (9)
。

「
国
勢
調
査
」
で
は
、
農
業
セ
ン
サ
ス
で

は
調
査
さ
れ
て
い
な
い
男
女
別
年
齢
別
の
デ
ー

タ
が
把
握
で
き
る
。
第
1
図
に
国
勢
調
査

の
年
齢
別
農
業
雇
用
者
数
を
示
し
た
が
、

1
9
9
5
-
2
0
0
0
年
、
2
0
0
0 

-0
5
年
と
も
に
20
、
30
歳
代
と
50
、
60
歳
代

で
増
加
し
て
い
る
。2
0
0
0
-0
5
年
で
は
、

特
に
、
50
歳
代
で
大
幅
に
増
加
し
て
お
り
、

女
子
で
の
増
加
が
多
い
。

（2） 

農
業
経
営
組
織
別
の
常
雇
者
数

経
営
作
目
に
よ
っ
て
必
要
と
さ
れ
る
農
業
労

働
力
は
異
な
る
の
で
、
常
雇
の
人
数
も
大
き
く

異
な
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
た
め
、
ど
の
よ
う

な
作
目
で
常
雇
が
多
い
の
か
を
見
て
い
き
た

い
。
そ
の
場
合
、
第
７
表
で
示
し
た
よ
う
に
、

農
家
と
農
家
以
外
の
農
業
事
業
体
で
は
1
戸

（
1
事
業
体
）
当
た
り
の
常
雇
数
に
は
大
き

な
差
が
あ
り
、
分
け
て
み
る
べ
き
で
あ
る
が
、

2
0
0
5
年
セ
ン
サ
ス
の
農
家
以
外
の
農
業
事

業
体
の
経
営
組
織
別
常
雇
数
の
統
計
は
な
い
。

こ
の
た
め
、
2
0
0
5
年
農
業
セ
ン
サ
ス
で
定

義
さ
れ
た
「
農
業
経
営
体
」（
2
0
0
0
年

ま
で
別
々
の
調
査
票
で
調
査
し
て
い
た
「
農

家
」、「
農
家
以
外
の
農
業
事
業
体
」、「
農
業

サ
ー
ビ
ス
事
業
体
」
を
１
つ
に
ま
と
め
た
も
の
）

に
つ
い
て
、
販
売
農
家
と
そ
れ
以
外
に
分
け
て

み
た
。

そ
の
結
果
を
第
８
表
に
示
し
た
が
、
農
業

経
営
体
で
常
雇
の
多
い
の
は
、
様
々
な
経
営
が

含
ま
れ
る
複
合
経
営
を
除
く
と
「
花
き
・
花

木
単
一」、「
施
設
野
菜
単
一」、「
養
鶏
単
一」
で

あ
る
。
販
売
農
家
で
常
雇
が
多
い
の
は
複
合
経

営
を
除
く
と
「
花
き
・
花
木
単
一」、「
施
設

野
菜
単
一」
で
あ
り
、
単
一経
営
の
常
雇
の
ほ
ぼ

半
数
が
施
設
園
芸
部
門
で
雇
用
さ
れ
て
い
る
。

一方
、販
売
農
家
以
外
で
は
、「
販
売
な
し
」「
養

鶏
単
一」
が
1
万
人
を
超
え
る
と
と
も
に
、「
養

豚
単
一」、「
施
設
野
菜
単
一」、「
花
き
・
花
木

単
一」
で
多
く
な
って
お
り
、「
養
鶏
単
一」、「
養

豚
単
一」
の
中
小
家
畜
で
単
一経
営
の
36
％
、「
施

設
野
菜
単
一」、「
花
き
・
花
木
単
一」
の
施
設

園
芸
で
22
％
を
占
め
て
い
る
。
販
売
農
家
以
外

の
「
販
売
な
し
」
で
常
雇
が
多
い
の
は
「
サ
ー

ビ
ス
事
業
体
」
が
こ
こ
に
含
ま
れ
て
い
る
た
め

と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
、
常
雇
に
占
め
る
女
子
の
割
合
を
み

る
と
、
農
業
経
営
体
総
数
で
57
％
を
占
め
、

園
芸
部
門
で
の
比
率
が
高
く
、
養
鶏
を
除
く

畜
産
で
低
い
。
販
売
農
家
と
販
売
農
家
以
外

と
を
比
較
す
る
と
、
販
売
農
家
で
は
三
分
の
二

が
女
子
で
あ
る
に
対
し
、
販
売
農
家
以
外
で
は

動向解析

16271727



第10表　労働力保有状態別にみた常雇した農家数及び常雇数 (全国、販売農家、2005年）

総数
専従者がいる
　うち60歳未満男子専従者がいる
　うち男女の専従者がいる
　うち男子の専従者のみ
専従者はいない

雇い入れた農家数

21,166
19,596
14,849
15,960
2,819
1,570

資料：農業センサス（2005 年）．

100.0
92.6
70.2
75.4
13.3
7.4

1.1
2.1
4.9
2.9
1.1
0.2

実数（戸） 総数に占め
る割合（％）

総農家に占め
る割合（％）

常雇数

61,094
57,380
45,675
47,711
7,872
3,714

100.0
93.9
74.8
78.1
12.9
6.1

2.9
2.9
3.1
3.0
2.8
2.4

実数（人） 総数に占め
る割合（％）

１戸当たり
の人数(人）

第11表　常雇・臨時雇の多い市町村 (2005年）

愛知
静岡
長野
愛知
熊本
大分
福岡
愛知
愛知
熊本
青森
長野
群馬
山形
岐阜

豊橋市
浜松市
中野市
豊川市
八代市
大分市
朝倉町
田原市
渥美町
熊本市
弘前市
川上村
昭和村
東根市
高山市

常雇

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
51
123
28
121
18

資料：農業センサス（2005 年）．
注（１）2005 農業センサス実施時の市町村の数値である（その後の合併は考慮していない）．
（２）常雇の順位は雇用数、臨時雇は延べ人日の多い市町村の順である．

268 
174 
131 
120 
158 
56 
71 
137 
147 
121 
64 
16 
51 
12 
79 

1,000 
670 
621 
560 
449 
439 
397 
376 
366 
362 
150 
48 
198 
51 
250 

順位 農家数
(戸）

雇用数
（人）

臨時雇

8
16
17
21
14
83
84
39
79
11
1
2
3
4
5

475
577
571
113
552
157
117
388
335
812
1,749
455
340
938
453

74,002
59,159
58,659
52,808
63,614
26,889
26,683
41,589
27,563
71,119
179,463
130,156
98,728
96,279
96,248

順位 農家数
(戸）

延べ人日
(人日）

野菜
野菜、果樹
きのこ、果樹
野菜、花
野菜

果樹、野菜
野菜

花、野菜
花、野菜
野菜
果樹
野菜

野菜、工芸農作物
果樹
野菜

第2図　 施設野菜作りにおける規模別1戸あたり
農業従事日数（2005年、販売農家、全国）

0

200

400

600

800

1000

1200
日

1a
未
満

1～
5

5～
10

10
～
20

20
～
30

30
～
50

50
a以
上

資料：農業センサス（2005 年）．
注（１）各規模の総農業労働日数を農家数で割った日数．
（２）常雇は250日従事で計算．

手伝い
臨時雇
常雇
農業専従者以外の家族
農業専従者

主な作目市町村名

資料：農業センサス( 各年版）．
注．複合経営は主位部門が80%未満の経営．

合計
稲作単一
工芸農作物単一
露地野菜単一
施設野菜単一
果樹単一
花き・花木単一
酪農単一
肉用牛単一
複合経営

雇用した
農家数（戸）

23,612
1,054
512
1,303
3,744
1,182
4,973
1,201
606
5,619

21,166
1,379
495
1,340
3,480
1,285
3,761
1,385
594
5,004

2000年 2005

常雇数（人数）

61,943
2,119
906
2,835
11,192
2,172
16,436
1,992
1,246
11,808

61,094
3,108
1,232
3,348
11,352
3,436
13,079
2,966
1,581
12,485

2000年 2005

総数に占める雇用
した農家割合（％）

1.0
0.1
0.9
1.5
7.3
0.7
13.0
4.9
2.2
1.5

1.1
0.2
1.1
1.7
6.8
0.9
11.8
6.7
2.1
1.5

2000年 2005

1戸当たりの
常雇数（人）

2.6
2.0
1.8
2.2
3.0
1.8
3.3
1.7
2.1
2.1

2.9
2.3
2.5
2.5
3.3
2.7
3.5
2.1
2.7
2.5

2000年 2005

第9表　経営組織別の常雇者の動向(販売農家、全国） わ
ず
か
で
は
あ
る
が
男
子
の
方
が
多
い
。
販
売

農
家
で
は
、
単
一
経
営
の
半
数
を
占
め
る
「
花

き
・
花
木
単
一」、「
施
設
野
菜
単
一」
で
女
子

の
割
合
が
8
割
以
上
と
高
く
、
こ
れ
ら
施
設

園
芸
部
門
で
女
子
を
中
心
と
し
た
雇
用
が
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

次
に
販
売
農
家
に
つ
い
て
、
農
業
経
営
組
織
別

の
常
雇
者
数
の
動
向
を
み
て
い
き
た
い
（
第
９

表
参
照
）。
常
雇
の
い
る
農
家
数
が
最
も
減
少

し
て
い
る
の
は
「
花
き
・
花
木
単
一」
で
あ
り
、

農
家
数
の
減
少
率
が
25
％
、
常
雇
者
数
で
唯
一

20
%
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。
2
0
0
0
年
の

農
家
と
農
家
以
外
の
農
業
事
業
体
の
常
雇
者

数
を
合
計
し
た
者
と
2
0
0
5
年
の
農
業
経

営
体
の
常
雇
者
数
を
比
較
し
て
も
「
花
き
・

花
木
単
一」
は
減
少
し
て
い
る
。
ま
た
、「
養
鶏

単
一」
も
、「
花
き
・
花
木
単
一」
以
上
に
減
少

し
て
い
る
 (10)
。
2
0
0
5
年
農
業
セ
ン
サ
ス
の

常
雇
者
数
が
ほ
ぼ
横
ば
い
で
あ
っ
た
要
因
の
１
つ

に
、
常
雇
数
の
多
い
こ
れ
ら
「
花
き
・
花
木
単

一」、「
養
鶏
単
一」
で
の
減
少
が
挙
げ
ら
れ
る
。

な
お
、「
稲
作
単
一」
や
「
酪
農
単
一」
で
は
常

雇
の
い
る
農
家
数
割
合
が
上
昇
し
て
お
り
、
1

戸
当
た
り
の
常
雇
数
は
す
べ
て
の
部
門
で
増
加

し
て
い
る
。
常
雇
の
い
る
農
家
で
は
常
雇
数
を

増
や
す
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
農
業
経
営
組
織
別
に
み
た
常

雇
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
が
、
同
じ
部

門
で
も
経
営
規
模
に
よ
り
雇
用
労
働
力
の
依

存
度
は
大
き
く
異
な
る
。
第
2
図
に
施
設
野

菜
に
お
け
る
経
営
規
模
別
の
農
業
従
事
日
数

を
示
し
た
が
、
規
模
が
大
き
い
層
ほ
ど
労
働
日

数
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
20
〜
30ａ
ま
で
は
、

ほ
ぼ
農
家
世
帯
員
だ
け
で
あ
り
、
規
模
が
大

き
い
ほ
ど
農
業
専
従
者
の
ウ
エ
イ
ト
が
高
ま
って

い
る
（
1a
未
満
は
75
％
だ
が
、
20
〜
30ａ
で
は

85
％
）。
し
か
し
、
そ
れ
以
上
の
規
模
で
は
雇

用
労
働
力
の
日
数
が
増
加
し
て
お
り
、
農
業

専
従
者
の
占
め
る
割
合
は

50ａ
以
上
で
は
70
％
ま
で

低
下
し
、
常
雇
が
15
％
、

臨
時
雇
が
10
％
を
占
め
る

よ
う
に
な
る
。
つ
ま
り
、

あ
る
一
定
規
模
ま
で
は
家

族
世
帯
員
で
ほ
ぼ
対
応
で

き
る
が
、
そ
れ
以
上
の
層

に
な
る
と
雇
用
労
働
力
に

頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
経
営

が
出
て
く
る
の
で
あ
る
。

施
設
野
菜
以
外
に
つ
い
て

も
部
門
別
規
模
別
の
農

業
従
事
日
数
を
み
る
と
、

ど
の
部
門
も
大
規
模
層
で

は
農
業
従
事
日
数
が
増

加
し
か
つ
雇
用
労
働
力
の
割
合
が
上
昇
し
て
お

り
、
大
規
模
層
で
は
雇
用
労
働
力
に
依
存
し

た
経
営
が
多
い
と
い
え
よ
う
。

農
業
専
従
者
の
分
析
で
は
39
歳
以
下
の
農

業
専
従
者
が
農
業
投
下
労
働
規
模
の
大
き
い

層
に
集
中
し
て
い
た
が
、
常
雇
に
お
い
て
も
農

業
従
事
日
数
の
多
い
大
規
模
層
で
そ
の
割
合
が

高
い
。

そ
こ
で
、
常
雇
と
農
業
専
従
者
に
ど
の
よ
う

な
関
係
が
あ
る
の
か
確
認
す
る
た
め
に
、
第
10

表
に
農
業
労
働
力
保
有
状
態
別
の
常
雇
者
数

を
示
し
た
。
こ
れ
を
み
る
と
、
常
雇
の
い
る
農

家
の
9
割
以
上
が
「
専
従
者
の
い
る
農
家
」
で

あ
り
、
常
雇
は
農
業
専
従
者
が
い
る
農
家
だ

け
に
い
る
と
いっ
て
も
過
言
で
な
い
。「
専
従
者

の
い
る
農
家
」
の
な
か
で
も
常
雇
の
い
る
農
家
の

割
合
が
高
い
の
は
、「
60
歳
未
満
男
子
農
業
専

従
者
の
い
る
農
家
」
で
あ
り
、
そ
の
割
合
は
5

％
と
「
専
従
者
が
い
る
農
家
」
全
体
の
割
合
よ

り
も
倍
以
上
高
い
。
ま
た
、
常
雇
の
い
る
農
家

数
お
よ
び
常
雇
者
数
に
占
め
る
割
合
を
み
て

も
、「
60
歳
未
満
男
子
農
業
専
従
者
の
い
る
農

家
」
が
農
家
の
70
%
、
常
雇
者
数
の
75
％
を

占
め
て
お
り
、
常
雇
が
若
い
農
業
専
従
者
の
い

る
農
家
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ

の
こ
と
は
、
常
雇
の
い
る
農
家
と
若
い
農
業
専

従
者
の
い
る
農
家
は
か
な
り
重
な
り
合
って
い
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

（3） 

常
雇
の
地
域
性

常
雇
の
多
い
経
営
（
販
売
農
家
）
は
、
大

規
模
な
施
設
園
芸
に
多
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
が
、
こ
の
よ
う
な
経
営
が
多
数
い
る
地
域
は

限
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
常
雇
の
い
る
農

家
も
地
域
差
が
大
き
い
。
2
0
0
5
年
の
常

雇
の
い
る
農
家
の
割
合
は
1
・
1
%
で
あ
る

が
、
北
海
道
で
4
・
4
%
、
東
京
、
愛
知
、

高
知
で
3
・
0
％
と
割
合
が
高
い
都
道
府
県
が

あ
る一方
、
秋
田
で
0
・
2
%
、
宮
城
、
富
山
、

福
井
で
0
・
3
%
と
非
常
に
低
い
県
も
あ
る
。

関
東
、
九
州
で
割
合
が
高
い
都
道
府
県
が
多

く
、東
北
、北
陸
、中
国
で
は
低
い
県
が
多
い
。

常
雇
人
数
を
多
い
順
か
ら
見
る
と
北
海
道
、

愛
知
、
千
葉
、
茨
城
、
福
岡
で
、
こ
の
5
道

県
で
3
分
の
1
、
上
位
９
県
で
半
数
を
占
め
て

お
り
、
特
定
の
都
道
府
県
に
常
雇
が
集
中
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

常
雇
の
多
い
都
道
府
県
で
も
常
雇
の
多
い
地

域
は
限
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
市
町
村
別

で
み
る
と
、
常
雇
の
多
い
地
域
は
一
部
に
集
中

し
て
い
る
。
2
0
0
5
年
の
調
査
時
の
市
町
村

数
は
約
2
，8
0
0
で
あ
る
が
、
常
雇
者
数
の

多
い
上
位
13
市
町
村
で
1
割
、
上
位
96
市
町

村
で
三
分
の一、
上
位
2
2
2
市
町
村
で
半
数

を
占
め
て
い
る
。
1
割
に
も
満
た
な
い
数
の
市

町
村
で
常
雇
者
数
の
半
数
を
占
め
て
い
る
の
で

あ
る
。

参
考
ま
で
に
、
常
雇
者
数
の
多
い
市
町
村
上

位
10
市
町
村
と
臨
時
雇
（
延
べ
人
日
）
の
多
い

市
町
村
上
位
5
位
を
第
11
表
に
示
し
た
が
、

常
雇
者
数
の
多
い
市
町
村
は
臨
時
雇
も
多
い
こ

と
が
わ
か
る
。
常
雇
者
の
多
い
市
町
村
は
常
雇

の
い
る
農
家
が
1
0
0
戸
以
上
い
る
と
こ
ろ
が

多
く
、
常
雇
を
必
要
と
す
る
よ
う
な
規
模
の

動向解析

18271927



第10表　労働力保有状態別にみた常雇した農家数及び常雇数 (全国、販売農家、2005年）

総数
専従者がいる
　うち60歳未満男子専従者がいる
　うち男女の専従者がいる
　うち男子の専従者のみ
専従者はいない

雇い入れた農家数

21,166
19,596
14,849
15,960
2,819
1,570

資料：農業センサス（2005 年）．

100.0
92.6
70.2
75.4
13.3
7.4

1.1
2.1
4.9
2.9
1.1
0.2

実数（戸） 総数に占め
る割合（％）

総農家に占め
る割合（％）

常雇数

61,094
57,380
45,675
47,711
7,872
3,714

100.0
93.9
74.8
78.1
12.9
6.1

2.9
2.9
3.1
3.0
2.8
2.4

実数（人） 総数に占め
る割合（％）

１戸当たり
の人数(人）

第11表　常雇・臨時雇の多い市町村 (2005年）

愛知
静岡
長野
愛知
熊本
大分
福岡
愛知
愛知
熊本
青森
長野
群馬
山形
岐阜

豊橋市
浜松市
中野市
豊川市
八代市
大分市
朝倉町
田原市
渥美町
熊本市
弘前市
川上村
昭和村
東根市
高山市

常雇

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
51
123
28
121
18

資料：農業センサス（2005 年）．
注（１）2005 農業センサス実施時の市町村の数値である（その後の合併は考慮していない）．
（２）常雇の順位は雇用数、臨時雇は延べ人日の多い市町村の順である．

268 
174 
131 
120 
158 
56 
71 
137 
147 
121 
64 
16 
51 
12 
79 

1,000 
670 
621 
560 
449 
439 
397 
376 
366 
362 
150 
48 
198 
51 
250 

順位 農家数
(戸）

雇用数
（人）

臨時雇

8
16
17
21
14
83
84
39
79
11
1
2
3
4
5

475
577
571
113
552
157
117
388
335
812
1,749
455
340
938
453

74,002
59,159
58,659
52,808
63,614
26,889
26,683
41,589
27,563
71,119
179,463
130,156
98,728
96,279
96,248

順位 農家数
(戸）

延べ人日
(人日）

野菜
野菜、果樹
きのこ、果樹
野菜、花
野菜

果樹、野菜
野菜

花、野菜
花、野菜
野菜
果樹
野菜

野菜、工芸農作物
果樹
野菜

第2図　 施設野菜作りにおける規模別1戸あたり
農業従事日数（2005年、販売農家、全国）

0

200

400

600

800

1000

1200
日

1a
未
満

1～
5

5～
10

10
～
20

20
～
30

30
～
50

50
a以
上

資料：農業センサス（2005 年）．
注（１）各規模の総農業労働日数を農家数で割った日数．
（２）常雇は250日従事で計算．

手伝い
臨時雇
常雇
農業専従者以外の家族
農業専従者

主な作目市町村名

資料：農業センサス( 各年版）．
注．複合経営は主位部門が80%未満の経営．

合計
稲作単一
工芸農作物単一
露地野菜単一
施設野菜単一
果樹単一
花き・花木単一
酪農単一
肉用牛単一
複合経営

雇用した
農家数（戸）

23,612
1,054
512
1,303
3,744
1,182
4,973
1,201
606
5,619

21,166
1,379
495
1,340
3,480
1,285
3,761
1,385
594
5,004

2000年 2005

常雇数（人数）

61,943
2,119
906
2,835
11,192
2,172
16,436
1,992
1,246
11,808

61,094
3,108
1,232
3,348
11,352
3,436
13,079
2,966
1,581
12,485

2000年 2005

総数に占める雇用
した農家割合（％）

1.0
0.1
0.9
1.5
7.3
0.7
13.0
4.9
2.2
1.5

1.1
0.2
1.1
1.7
6.8
0.9
11.8
6.7
2.1
1.5

2000年 2005

1戸当たりの
常雇数（人）

2.6
2.0
1.8
2.2
3.0
1.8
3.3
1.7
2.1
2.1

2.9
2.3
2.5
2.5
3.3
2.7
3.5
2.1
2.7
2.5

2000年 2005

第9表　経営組織別の常雇者の動向(販売農家、全国） わ
ず
か
で
は
あ
る
が
男
子
の
方
が
多
い
。
販
売

農
家
で
は
、
単
一
経
営
の
半
数
を
占
め
る
「
花

き
・
花
木
単
一」、「
施
設
野
菜
単
一」
で
女
子

の
割
合
が
8
割
以
上
と
高
く
、
こ
れ
ら
施
設

園
芸
部
門
で
女
子
を
中
心
と
し
た
雇
用
が
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

次
に
販
売
農
家
に
つ
い
て
、
農
業
経
営
組
織
別

の
常
雇
者
数
の
動
向
を
み
て
い
き
た
い
（
第
９

表
参
照
）。
常
雇
の
い
る
農
家
数
が
最
も
減
少

し
て
い
る
の
は
「
花
き
・
花
木
単
一」
で
あ
り
、

農
家
数
の
減
少
率
が
25
％
、
常
雇
者
数
で
唯
一

20
%
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。
2
0
0
0
年
の

農
家
と
農
家
以
外
の
農
業
事
業
体
の
常
雇
者

数
を
合
計
し
た
者
と
2
0
0
5
年
の
農
業
経

営
体
の
常
雇
者
数
を
比
較
し
て
も
「
花
き
・

花
木
単
一」
は
減
少
し
て
い
る
。
ま
た
、「
養
鶏

単
一」
も
、「
花
き
・
花
木
単
一」
以
上
に
減
少

し
て
い
る
 (10)
。
2
0
0
5
年
農
業
セ
ン
サ
ス
の

常
雇
者
数
が
ほ
ぼ
横
ば
い
で
あ
っ
た
要
因
の
１
つ

に
、
常
雇
数
の
多
い
こ
れ
ら
「
花
き
・
花
木
単

一」、「
養
鶏
単
一」
で
の
減
少
が
挙
げ
ら
れ
る
。

な
お
、「
稲
作
単
一」
や
「
酪
農
単
一」
で
は
常

雇
の
い
る
農
家
数
割
合
が
上
昇
し
て
お
り
、
1

戸
当
た
り
の
常
雇
数
は
す
べ
て
の
部
門
で
増
加

し
て
い
る
。
常
雇
の
い
る
農
家
で
は
常
雇
数
を

増
や
す
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
農
業
経
営
組
織
別
に
み
た
常

雇
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
が
、
同
じ
部

門
で
も
経
営
規
模
に
よ
り
雇
用
労
働
力
の
依

存
度
は
大
き
く
異
な
る
。
第
2
図
に
施
設
野

菜
に
お
け
る
経
営
規
模
別
の
農
業
従
事
日
数

を
示
し
た
が
、
規
模
が
大
き
い
層
ほ
ど
労
働
日

数
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
20
〜
30ａ
ま
で
は
、

ほ
ぼ
農
家
世
帯
員
だ
け
で
あ
り
、
規
模
が
大

き
い
ほ
ど
農
業
専
従
者
の
ウ
エ
イ
ト
が
高
ま
って

い
る
（
1a
未
満
は
75
％
だ
が
、
20
〜
30ａ
で
は

85
％
）。
し
か
し
、
そ
れ
以
上
の
規
模
で
は
雇

用
労
働
力
の
日
数
が
増
加
し
て
お
り
、
農
業

専
従
者
の
占
め
る
割
合
は

50ａ
以
上
で
は
70
％
ま
で

低
下
し
、
常
雇
が
15
％
、

臨
時
雇
が
10
％
を
占
め
る

よ
う
に
な
る
。
つ
ま
り
、

あ
る
一
定
規
模
ま
で
は
家

族
世
帯
員
で
ほ
ぼ
対
応
で

き
る
が
、
そ
れ
以
上
の
層

に
な
る
と
雇
用
労
働
力
に

頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
経
営

が
出
て
く
る
の
で
あ
る
。

施
設
野
菜
以
外
に
つ
い
て

も
部
門
別
規
模
別
の
農

業
従
事
日
数
を
み
る
と
、

ど
の
部
門
も
大
規
模
層
で

は
農
業
従
事
日
数
が
増

加
し
か
つ
雇
用
労
働
力
の
割
合
が
上
昇
し
て
お

り
、
大
規
模
層
で
は
雇
用
労
働
力
に
依
存
し

た
経
営
が
多
い
と
い
え
よ
う
。

農
業
専
従
者
の
分
析
で
は
39
歳
以
下
の
農

業
専
従
者
が
農
業
投
下
労
働
規
模
の
大
き
い

層
に
集
中
し
て
い
た
が
、
常
雇
に
お
い
て
も
農

業
従
事
日
数
の
多
い
大
規
模
層
で
そ
の
割
合
が

高
い
。

そ
こ
で
、
常
雇
と
農
業
専
従
者
に
ど
の
よ
う

な
関
係
が
あ
る
の
か
確
認
す
る
た
め
に
、
第
10

表
に
農
業
労
働
力
保
有
状
態
別
の
常
雇
者
数

を
示
し
た
。
こ
れ
を
み
る
と
、
常
雇
の
い
る
農

家
の
9
割
以
上
が
「
専
従
者
の
い
る
農
家
」
で

あ
り
、
常
雇
は
農
業
専
従
者
が
い
る
農
家
だ

け
に
い
る
と
いっ
て
も
過
言
で
な
い
。「
専
従
者

の
い
る
農
家
」
の
な
か
で
も
常
雇
の
い
る
農
家
の

割
合
が
高
い
の
は
、「
60
歳
未
満
男
子
農
業
専

従
者
の
い
る
農
家
」
で
あ
り
、
そ
の
割
合
は
5

％
と
「
専
従
者
が
い
る
農
家
」
全
体
の
割
合
よ

り
も
倍
以
上
高
い
。
ま
た
、
常
雇
の
い
る
農
家

数
お
よ
び
常
雇
者
数
に
占
め
る
割
合
を
み
て

も
、「
60
歳
未
満
男
子
農
業
専
従
者
の
い
る
農

家
」
が
農
家
の
70
%
、
常
雇
者
数
の
75
％
を

占
め
て
お
り
、
常
雇
が
若
い
農
業
専
従
者
の
い

る
農
家
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ

の
こ
と
は
、
常
雇
の
い
る
農
家
と
若
い
農
業
専

従
者
の
い
る
農
家
は
か
な
り
重
な
り
合
って
い
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

（3） 

常
雇
の
地
域
性

常
雇
の
多
い
経
営
（
販
売
農
家
）
は
、
大

規
模
な
施
設
園
芸
に
多
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
が
、
こ
の
よ
う
な
経
営
が
多
数
い
る
地
域
は

限
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
常
雇
の
い
る
農

家
も
地
域
差
が
大
き
い
。
2
0
0
5
年
の
常

雇
の
い
る
農
家
の
割
合
は
1
・
1
%
で
あ
る

が
、
北
海
道
で
4
・
4
%
、
東
京
、
愛
知
、

高
知
で
3
・
0
％
と
割
合
が
高
い
都
道
府
県
が

あ
る一方
、
秋
田
で
0
・
2
%
、
宮
城
、
富
山
、

福
井
で
0
・
3
%
と
非
常
に
低
い
県
も
あ
る
。

関
東
、
九
州
で
割
合
が
高
い
都
道
府
県
が
多

く
、東
北
、北
陸
、中
国
で
は
低
い
県
が
多
い
。

常
雇
人
数
を
多
い
順
か
ら
見
る
と
北
海
道
、

愛
知
、
千
葉
、
茨
城
、
福
岡
で
、
こ
の
5
道

県
で
3
分
の
1
、
上
位
９
県
で
半
数
を
占
め
て

お
り
、
特
定
の
都
道
府
県
に
常
雇
が
集
中
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

常
雇
の
多
い
都
道
府
県
で
も
常
雇
の
多
い
地

域
は
限
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
市
町
村
別

で
み
る
と
、
常
雇
の
多
い
地
域
は
一
部
に
集
中

し
て
い
る
。
2
0
0
5
年
の
調
査
時
の
市
町
村

数
は
約
2
，8
0
0
で
あ
る
が
、
常
雇
者
数
の

多
い
上
位
13
市
町
村
で
1
割
、
上
位
96
市
町

村
で
三
分
の一、
上
位
2
2
2
市
町
村
で
半
数

を
占
め
て
い
る
。
1
割
に
も
満
た
な
い
数
の
市

町
村
で
常
雇
者
数
の
半
数
を
占
め
て
い
る
の
で

あ
る
。

参
考
ま
で
に
、
常
雇
者
数
の
多
い
市
町
村
上

位
10
市
町
村
と
臨
時
雇
（
延
べ
人
日
）
の
多
い

市
町
村
上
位
5
位
を
第
11
表
に
示
し
た
が
、

常
雇
者
数
の
多
い
市
町
村
は
臨
時
雇
も
多
い
こ

と
が
わ
か
る
。
常
雇
者
の
多
い
市
町
村
は
常
雇

の
い
る
農
家
が
1
0
0
戸
以
上
い
る
と
こ
ろ
が

多
く
、
常
雇
を
必
要
と
す
る
よ
う
な
規
模
の

動向解析
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農
家
が
集
中
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
主
な
作

目
を
み
る
と
、
常
雇
の
多
い
市
町
村
で
は
、
野

菜
を
主
と
し
た
施
設
園
芸
作
で
あ
る
市
町
村

が
多
い
が
、
臨
時
雇
の
多
い
地
域
は
青
森
県
弘

前
市
、
山
形
県
東
根
市
の
果
樹
地
域
や
長
野

県
川
上
村
、
群
馬
県
昭
和
村
の
高
原
野
菜
地

域
の
名
が
挙
が
っ
て
い
る
。
施
設
園
芸
の
よ
う

に
収
穫
時
期
の
長
い
部
門
で
は
常
雇
が
多
く
な

る
が
、
果
樹
や
高
原
野
菜
の
よ
う
に
農
繁
期
が

収
穫
期
な
ど
で
比
較
的
短
期
間
の
部
門
で
は

臨
時
雇
で
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

常
雇
あ
る
い
は
臨
時
雇
の
多
い
市
町
村
の
中

か
ら
何
箇
所
か
で
現
地
で
の
聞
き
取
り
調
査

を
行
っ
て
み
る
と
、
調
査
地
の
主
な
作
目
が
園

芸
作
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
常
雇
の
多
く
は

女
子
で
あ
っ
た
。
従
来
か
ら
の
常
雇
の
大
半
は

周
辺
の
農
家
あ
る
い
は
離
農
農
家
の
世
帯
員
で

あ
り
、
地
域
で
栽
培
さ
れ
る
作
目
の
生
産
に

習
熟
し
て
い
る
が
、
年
齢
や
経
験
な
ど
で
他
の

仕
事
に
就
く
こ
と
は
困
難
な
者
が
多
い
。
技

術
、
経
験
が
あ
り
、
か
つ
転
職
す
る
可
能
性
の

低
い
者
は
農
家
か
ら
見
る
と
使
い
や
す
い
労
働

力
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
従
来
か
ら
の
常
雇
者

や
農
家
世
帯
員
が
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
リ
タ
イ

ア
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
そ
の
補
充
が
重
要
な

問
題
と
な
る
。
農
家
世
帯
員
や
常
雇
が
い
る
こ

と
を
前
提
に
大
規
模
な
経
営
を
行
って
き
た
農

家
で
は
、
労
働
力
が
減
少
す
る
こ
と
は
規
模
の

維
持
が
困
難
に
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
か
ら
で

あ
る
。
経
営
規
模
に
応
じ
た
機
械
、
施
設
を

所
有
し
て
い
る
た
め
、
規
模
の
縮
小
も
困
難
で

あ
り
、
何
と
か
雇
用
労
働
力
を
確
保
し
、
現

状
の
規
模
を
維
持
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
農
家

が
増
え
て
き
て
い
る
。

一
方
、
地
域
の
雇
用
状
況
を
み
る
と
、
30
、

40
歳
代
の
女
子
は
ス
ー
パ
ー
な
ど
他
産
業
に
パ

ー
ト
に
出
る
者
が
多
く
、
農
業
に
求
職
す
る

も
の
は
少
な
い
（
地
域
に
よ
っ
て
は
、
大
規
模

商
業
施
設
の
開
業
の
影
響
で
、
従
来
の
雇
用

労
働
力
が
大
量
に
引
き
抜
か
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ

る
と
い
う
）。
こ
の
た
め
、
周
辺
地
域
に
残
っ
て

い
る
の
は
50
歳
代
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
農
家

と
し
て
も
こ
の
世
代
を
雇
用
せ
ざ
る
を
得
な

い
。
第
1
図
で
、
50
歳
代
で
農
業
雇
用
者
が

増
え
て
い
る
と
指
摘
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
状

況
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

常
雇
や
臨
時
雇
の
多
い
地
域
は
非
常
に
限
ら

れ
て
い
る
た
め
、
雇
用
労
働
力
の
確
保
が
必
要

と
な
る
地
域
も
限
定
的
に
な
る
。
こ
の
た
め
、

雇
用
労
働
力
問
題
は
、
そ
の
地
域
で
は
深
刻

で
あ
っ
て
も
、
全
国
的
な
問
題
と
な
り
に
く
い

面
が
あ
る
。

（4） 

ま
と
め

以
上
の
よ
う
に
、
雇
用
労
働
力
に
つ
い
て
常

雇
を
中
心
に
分
析
し
、
以
下
の
よ
う
な
こ
と
が

明
ら
か
と
な
っ
た
。

第
一に
、
常
雇
の
い
る
農
家
は
非
常
に
少
な
い

も
の
の
、
そ
の
数
が
1
9
9
0
年
か
ら
2
0
0
0

年
に
急
増
し
た
結
果
、
2
0
0
0
年
に
は
農

家
の
常
雇
者
数
が
農
家
以
外
の
農
業
事
業
体

の
常
雇
数
を
上
回
る
よ
う
に
な
っ
た
。し
か
し
、

2
0
0
5
年
に
は
農
家
の
常
雇
者
数
は
や
や
減

少
し
、
農
家
以
外
の
農
業
事
業
体
と
合
計
し

て
も
常
雇
数
は
ほ
ぼ
横
ば
い
と
な
って
い
る
。

第
二
に
、
常
雇
は
主
に
中
小
家
畜
、
施
設

園
芸
で
多
く
、
施
設
園
芸
で
は
女
子
の
割
合

が
高
い
。
2
0
0
5
年
に
常
雇
が
伸
び
悩
ん
だ

要
因
と
し
て
、常
雇
人
数
の
多
い
養
鶏
、花
き
・

花
木
の
部
門
で
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
影
響
し

て
い
る
。

第
三
に
、
常
雇
の
い
る
農
家
の
三
分
の
二
は

「
60
歳
未
満
男
子
農
業
専
従
者
が
い
る
農

家
」
で
あ
り
、
若
い
男
子
農
業
専
従
者
が
い
る

農
家
で
常
雇
の
い
る
農
家
が
多
い
。

第
四
に
、
常
雇
は
一
部
の
市
町
村
に
集
中
し

て
い
る
。
常
雇
の
多
い
地
域
で
は
、
従
来
か
ら

の
常
雇
の
リ
タ
イ
ア
が
増
え
る
中
で
、
労
働
力

不
足
が
深
刻
な
問
題
と
な
って
い
る
。

　

5　

お
わ
り
に

農
業
専
従
者
と
常
雇
に
つ
い
て
分
析
し
て
き

た
が
、
常
雇
の
い
る
農
家
と
若
い
農
業
専
従
者

が
い
る
農
家
は
か
な
り
重
な
って
い
る
こ
と
が
明

ら
か
と
な
っ
た
。
常
雇
も
若
い
農
業
専
従
者
も

い
る
農
家
で
は
、
常
雇
が
確
保
で
き
な
け
れ
ば

現
状
の
経
営
規
模
が
維
持
で
き
ず
、
規
模
縮

小
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
う
な
れ
ば
、
他

産
業
に
就
業
し
や
す
い
若
い
農
業
専
従
者
が
他

の
仕
事
に
流
出
し
て
し
ま
い
、
若
い
農
業
専
従

者
は
今
ま
で
以
上
に
減
少
す
る
こ
と
に
な
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
常
雇
を
安
定
的
に
確
保
す

る
こ
と
が
若
い
農
業
専
従
者
を
維
持
さ
せ
る
た

め
に
も
重
要
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

注
（1）
引
用
文
献
﹇
１
﹈
参
照
。

（2）
2
0
0
5
年
農
業
セ
ン
サ
ス
で
は
、
従
来
の
「
世
帯

を
単
位
と
し
た
把
握
」
か
ら
「
経
営
を
単
位
と
し
た

把
握
」
に
変
更
さ
れ
た
。
こ
の
影
響
に
よ
り
1
戸
当

た
り
の
世
帯
員
数
が
減
少
し
た
と
思
わ
れ
る
。
参
考

ま
で
に
、
世
帯
員
数
別
統
計
を
み
る
と
、
最
も
農
家

数
の
多
い
世
帯
員
数
は
、
2
0
0
0
年
の
6
人
か
ら

2
0
0
5
年
の
2
人
へ
と
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。

（3）
2
0
0
5
年
で
は
、
2
0
0
0
年
ま
で
非
常
に
少
な

か
っ
た
「
自
営
農
業
従
事
日
数
59
日
以
下
で
基
幹
的

農
業
従
事
者
」
が
高
齢
者
を
中
心
に
高
い
伸
び
を
示

し
て
い
る
。

（4）
農
業
投
下
労
働
単
位
は
2
0
0
0
年
に
新
し
く
導

入
さ
れ
た
概
念
で
あ
り
、
1
9
9
5
年
ま
で
の
農
業

従
事
日
数
規
模
別
と
考
え
方
は
同
じ
で
あ
る
が
、
区

切
り
が
異
な
る
。
ま
た
、
1
9
9
5
年
ま
で
農
業

専
従
者
（
自
営
農
業
従
事
日
数
「
1
5
0
日
以
上
」

の
者
）
は
す
べ
て
2
5
0
日
と
し
て
計
算
さ
れ
て
い
た

が
、
2
0
0
0
年
か
ら
「
1
5
0
〜
1
9
9
日
」

（
1
7
5
日
と
計
算
）、「
2
0
0
〜
2
4
9
日
」（
同

2
2
5
日
）、「
2
5
0
日
以
上
」（
同
3
0
0
日
）

の
３
つ
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
1
9
9
5

年
以
前
と
は
接
続
が
難
し
い
。
詳
し
く
は
引
用
文
献

〔
2
〕
参
照
。

（5）
家
族
経
営
構
成
別
統
計
を
み
る
と
、「
男
女
の
専
従

者
が
い
る
農
家
」
5
0
6
千
戸
の
う
ち
、
1
世
代
夫

婦
経
営
が
2
3
9
千
戸
、
2
世
代
親
子
経
営
が

2
3
7
千
戸
と
な
っ
て
い
る
。
2
世
代
親
子
経
営
に

も
夫
婦
経
営
が
含
ま
れ
る
の
で
、「
男
女
の
専
従
者

が
い
る
農
家
」
で
は
夫
婦
で
農
業
専
従
し
て
い
る
農

家
が
多
い
と
推
測
さ
れ
る
。

（6）
臨
時
雇
は
1
日
で
も
雇
用
さ
れ
れ
ば
カ
ウ
ン
ト
さ
れ

る
の
で
、
数
日
し
か
農
業
従
事
し
て
い
な
い
者
か
ら

6
ヶ
月
農
業
従
事
の
者
ま
で
含
ま
れ
る
。こ
の
た
め
、

臨
時
雇
の
場
合
、
臨
時
雇
の
人
数
よ
り
も
延
べ
何
日

雇
用
し
た
か
が
問
題
と
な
る
。
農
業
セ
ン
サ
ス
で
は
、

臨
時
雇
の
延
べ
人
日
別
農
家
数
を
集
計
し
て
い
る

が
、
手
間
替
え
・
ゆ
い
・
手
伝
い
も
含
ま
れ
て
お
り
、

臨
時
雇
だ
け
の
統
計
は
と
れ
な
い
。

（7）
2
0
0
5
年
農
業
セ
ン
サ
ス
は
、
調
査
体
系
、
調
査

票
に
大
き
な
変
更
が
あ
り
、
単
純
に
比
較
で
き
な
い

面
が
あ
る
。
例
え
ば
、
雇
用
労
働
力
は
、
2
0
0
0

年
の「
農
家
以
外
の
農
業
事
業
体
」の
調
査
票
で
は
、

労
働
力
と
い
う
項
目
で
そ
の
定
義
を
「
過
去
1
年
間

に
事
業
体
の
仕
事
に
従
事
し
た
人
」と
し
て
い
た
が
、

2
0
0
5
年
の
「
農
業
経
営
体
調
査
」
の
調
査
票

で
は
、農
業
労
働
力
と
い
う
項
目
で
そ
の
定
義
は
「
過

去
1
年
間
に
農
業
経
営
の
仕
事
を
し
た
人
」
と
変

更
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、2
0
0
5
年
の
常
雇
に
は「
法

人
等
の
組
織
経
営
体
で
農
業
以
外
の
部
門
に
常
雇
い

し
て
い
る
人
が
農
業
に
従
事
し
た
場
合
は
臨
時
雇
と

し
ま
す
」
と
注
意
書
き
が
さ
れ
て
い
る
。

（8）
国
勢
調
査
の
就
業
の
定
義
は
、調
査
日（
10
月
1
日
）

の
前
1
週
間
の
主
な
就
業
状
態
に
よ
る
も
の
で
あ

り
、
過
去
1
年
間
を
対
象
と
し
た
農
業
セ
ン
サ
ス
と

異
な
る
。
ま
た
、
国
勢
調
査
の
農
業
就
業
者
に
は
農

業
サ
ー
ビ
ス
（
独
立
し
た
育
苗
セ
ン
タ
ー
や
ラ
イ
ス
セ

ン
タ
ー
や
共
同
選
果
場
な
ど
、
土
地
改
良
区
、
植
木

業
も
対
象
）
も
含
ま
れ
て
お
り
、
2
0
0
0
年
国

勢
調
査
で
は
、
雇
用
者
の
う
ち
、
4
割
が
農
業
サ
ー

ビ
ス
と
な
って
い
る
。

（9）
国
勢
調
査
で
は
「
農
業
サ
ー
ビ
ス
を
除
い
た
農
業
」

の
雇
用
者
総
数
も
公
表
し
て
い
る
が
、
2
0
0
5
年

に
つい
て
は
現
時
点
で
は
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。な
お
、

1
9
9
5
年
の
「
農
業
サ
ー
ビ
ス
を
除
い
た
農
業
」

の
雇
用
者
は
1
9
9
5
年
が
13
万
人
、
2
0
0
0

年
が
15
万
人
と
、
農
業
セ
ン
サ
ス
の
「
農
家
＋
農
家

以
外
の
農
業
事
業
体
」
の
常
雇
数
よ
り
も
4
割
程
度

多
く
な
る
。
国
勢
調
査
の
雇
用
者
に
は
農
業
セ
ン
サ

ス
の
臨
時
雇
の一
部
も
含
ま
れ
て
い
る
た
め
と
思
わ
れ

る
。

（10）
2
0
0
0
年
に
お
け
る
「
養
鶏
単
一」
の
常
雇
者
数

は
、
農
家
が
2
，9
2
7
人
、
農
家
以
外
の
農
業
事

業
体
が
1
5
，7
7
6
人
で
あ
る
。
2
0
0
5
年
の

農
業
経
営
体
の
「
養
鶏
単
一」
の
常
雇
者
数
は

1
4
，2
9
0
人
と
、
2
0
0
0
年
の
農
家
と
農
家

以
外
の
農
業
事
業
体
の
合
計
よ
り
も
4
，4
1
3
人

少
な
い
。

【
引
用
文
献
】

﹇
1
﹈
松
久
勉
（
2
0
0
3
）「
農
家
世
帯
員
の
就
業

変
化
と
農
業
従
事
」『
日
本
農
業
の
構
造
変
化

と
展
開
方
向
―
2
0
0
0
年
セ
ン
サ
ス
に
よ
る
農

業
・
農
村
構
造
の
分
析
―
』
農
林
水
産
政
策
研

究
所

﹇
2
﹈
香
月
敏
孝
（
2
0
0
3
）「
園
芸
作
を
中
心
と

し
た
農
業
経
営
組
織
の
動
向　

―
農
業
労
働
投

下
規
模
区
分
に
よ
る
接
近
―
」『
日
本
農
業
の
構

造
変
化
と
展
開
方
向
―
2
0
0
0
年
セ
ン
サ
ス

に
よ
る
農
業
・
農
村
構
造
の
分
析
―
』
農
林
水

産
政
策
研
究
所

動向解析
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農
家
が
集
中
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
主
な
作

目
を
み
る
と
、
常
雇
の
多
い
市
町
村
で
は
、
野

菜
を
主
と
し
た
施
設
園
芸
作
で
あ
る
市
町
村

が
多
い
が
、
臨
時
雇
の
多
い
地
域
は
青
森
県
弘

前
市
、
山
形
県
東
根
市
の
果
樹
地
域
や
長
野

県
川
上
村
、
群
馬
県
昭
和
村
の
高
原
野
菜
地

域
の
名
が
挙
が
っ
て
い
る
。
施
設
園
芸
の
よ
う

に
収
穫
時
期
の
長
い
部
門
で
は
常
雇
が
多
く
な

る
が
、
果
樹
や
高
原
野
菜
の
よ
う
に
農
繁
期
が

収
穫
期
な
ど
で
比
較
的
短
期
間
の
部
門
で
は

臨
時
雇
で
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

常
雇
あ
る
い
は
臨
時
雇
の
多
い
市
町
村
の
中

か
ら
何
箇
所
か
で
現
地
で
の
聞
き
取
り
調
査

を
行
っ
て
み
る
と
、
調
査
地
の
主
な
作
目
が
園

芸
作
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
常
雇
の
多
く
は

女
子
で
あ
っ
た
。
従
来
か
ら
の
常
雇
の
大
半
は

周
辺
の
農
家
あ
る
い
は
離
農
農
家
の
世
帯
員
で

あ
り
、
地
域
で
栽
培
さ
れ
る
作
目
の
生
産
に

習
熟
し
て
い
る
が
、
年
齢
や
経
験
な
ど
で
他
の

仕
事
に
就
く
こ
と
は
困
難
な
者
が
多
い
。
技

術
、
経
験
が
あ
り
、
か
つ
転
職
す
る
可
能
性
の

低
い
者
は
農
家
か
ら
見
る
と
使
い
や
す
い
労
働

力
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
従
来
か
ら
の
常
雇
者

や
農
家
世
帯
員
が
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
リ
タ
イ

ア
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
そ
の
補
充
が
重
要
な

問
題
と
な
る
。
農
家
世
帯
員
や
常
雇
が
い
る
こ

と
を
前
提
に
大
規
模
な
経
営
を
行
って
き
た
農

家
で
は
、
労
働
力
が
減
少
す
る
こ
と
は
規
模
の

維
持
が
困
難
に
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
か
ら
で

あ
る
。
経
営
規
模
に
応
じ
た
機
械
、
施
設
を

所
有
し
て
い
る
た
め
、
規
模
の
縮
小
も
困
難
で

あ
り
、
何
と
か
雇
用
労
働
力
を
確
保
し
、
現

状
の
規
模
を
維
持
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
農
家

が
増
え
て
き
て
い
る
。

一
方
、
地
域
の
雇
用
状
況
を
み
る
と
、
30
、

40
歳
代
の
女
子
は
ス
ー
パ
ー
な
ど
他
産
業
に
パ

ー
ト
に
出
る
者
が
多
く
、
農
業
に
求
職
す
る

も
の
は
少
な
い
（
地
域
に
よ
っ
て
は
、
大
規
模

商
業
施
設
の
開
業
の
影
響
で
、
従
来
の
雇
用

労
働
力
が
大
量
に
引
き
抜
か
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ

る
と
い
う
）。
こ
の
た
め
、
周
辺
地
域
に
残
っ
て

い
る
の
は
50
歳
代
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
農
家

と
し
て
も
こ
の
世
代
を
雇
用
せ
ざ
る
を
得
な

い
。
第
1
図
で
、
50
歳
代
で
農
業
雇
用
者
が

増
え
て
い
る
と
指
摘
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
状

況
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

常
雇
や
臨
時
雇
の
多
い
地
域
は
非
常
に
限
ら

れ
て
い
る
た
め
、
雇
用
労
働
力
の
確
保
が
必
要

と
な
る
地
域
も
限
定
的
に
な
る
。
こ
の
た
め
、

雇
用
労
働
力
問
題
は
、
そ
の
地
域
で
は
深
刻

で
あ
っ
て
も
、
全
国
的
な
問
題
と
な
り
に
く
い

面
が
あ
る
。

（4） 

ま
と
め

以
上
の
よ
う
に
、
雇
用
労
働
力
に
つ
い
て
常

雇
を
中
心
に
分
析
し
、
以
下
の
よ
う
な
こ
と
が

明
ら
か
と
な
っ
た
。

第
一に
、
常
雇
の
い
る
農
家
は
非
常
に
少
な
い

も
の
の
、
そ
の
数
が
1
9
9
0
年
か
ら
2
0
0
0

年
に
急
増
し
た
結
果
、
2
0
0
0
年
に
は
農

家
の
常
雇
者
数
が
農
家
以
外
の
農
業
事
業
体

の
常
雇
数
を
上
回
る
よ
う
に
な
っ
た
。し
か
し
、

2
0
0
5
年
に
は
農
家
の
常
雇
者
数
は
や
や
減

少
し
、
農
家
以
外
の
農
業
事
業
体
と
合
計
し

て
も
常
雇
数
は
ほ
ぼ
横
ば
い
と
な
って
い
る
。

第
二
に
、
常
雇
は
主
に
中
小
家
畜
、
施
設

園
芸
で
多
く
、
施
設
園
芸
で
は
女
子
の
割
合

が
高
い
。
2
0
0
5
年
に
常
雇
が
伸
び
悩
ん
だ

要
因
と
し
て
、常
雇
人
数
の
多
い
養
鶏
、花
き
・

花
木
の
部
門
で
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
影
響
し

て
い
る
。

第
三
に
、
常
雇
の
い
る
農
家
の
三
分
の
二
は

「
60
歳
未
満
男
子
農
業
専
従
者
が
い
る
農

家
」
で
あ
り
、
若
い
男
子
農
業
専
従
者
が
い
る

農
家
で
常
雇
の
い
る
農
家
が
多
い
。

第
四
に
、
常
雇
は
一
部
の
市
町
村
に
集
中
し

て
い
る
。
常
雇
の
多
い
地
域
で
は
、
従
来
か
ら

の
常
雇
の
リ
タ
イ
ア
が
増
え
る
中
で
、
労
働
力

不
足
が
深
刻
な
問
題
と
な
って
い
る
。

　

5　

お
わ
り
に

農
業
専
従
者
と
常
雇
に
つ
い
て
分
析
し
て
き

た
が
、
常
雇
の
い
る
農
家
と
若
い
農
業
専
従
者

が
い
る
農
家
は
か
な
り
重
な
って
い
る
こ
と
が
明

ら
か
と
な
っ
た
。
常
雇
も
若
い
農
業
専
従
者
も

い
る
農
家
で
は
、
常
雇
が
確
保
で
き
な
け
れ
ば

現
状
の
経
営
規
模
が
維
持
で
き
ず
、
規
模
縮

小
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
う
な
れ
ば
、
他

産
業
に
就
業
し
や
す
い
若
い
農
業
専
従
者
が
他

の
仕
事
に
流
出
し
て
し
ま
い
、
若
い
農
業
専
従

者
は
今
ま
で
以
上
に
減
少
す
る
こ
と
に
な
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
常
雇
を
安
定
的
に
確
保
す

る
こ
と
が
若
い
農
業
専
従
者
を
維
持
さ
せ
る
た

め
に
も
重
要
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

注
（1）
引
用
文
献
﹇
１
﹈
参
照
。

（2）
2
0
0
5
年
農
業
セ
ン
サ
ス
で
は
、
従
来
の
「
世
帯

を
単
位
と
し
た
把
握
」
か
ら
「
経
営
を
単
位
と
し
た

把
握
」
に
変
更
さ
れ
た
。
こ
の
影
響
に
よ
り
1
戸
当

た
り
の
世
帯
員
数
が
減
少
し
た
と
思
わ
れ
る
。
参
考

ま
で
に
、
世
帯
員
数
別
統
計
を
み
る
と
、
最
も
農
家

数
の
多
い
世
帯
員
数
は
、
2
0
0
0
年
の
6
人
か
ら

2
0
0
5
年
の
2
人
へ
と
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。

（3）
2
0
0
5
年
で
は
、
2
0
0
0
年
ま
で
非
常
に
少
な

か
っ
た
「
自
営
農
業
従
事
日
数
59
日
以
下
で
基
幹
的

農
業
従
事
者
」
が
高
齢
者
を
中
心
に
高
い
伸
び
を
示

し
て
い
る
。

（4）
農
業
投
下
労
働
単
位
は
2
0
0
0
年
に
新
し
く
導

入
さ
れ
た
概
念
で
あ
り
、
1
9
9
5
年
ま
で
の
農
業

従
事
日
数
規
模
別
と
考
え
方
は
同
じ
で
あ
る
が
、
区

切
り
が
異
な
る
。
ま
た
、
1
9
9
5
年
ま
で
農
業

専
従
者
（
自
営
農
業
従
事
日
数
「
1
5
0
日
以
上
」

の
者
）
は
す
べ
て
2
5
0
日
と
し
て
計
算
さ
れ
て
い
た

が
、
2
0
0
0
年
か
ら
「
1
5
0
〜
1
9
9
日
」

（
1
7
5
日
と
計
算
）、「
2
0
0
〜
2
4
9
日
」（
同

2
2
5
日
）、「
2
5
0
日
以
上
」（
同
3
0
0
日
）

の
３
つ
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
1
9
9
5

年
以
前
と
は
接
続
が
難
し
い
。
詳
し
く
は
引
用
文
献

〔
2
〕
参
照
。

（5）
家
族
経
営
構
成
別
統
計
を
み
る
と
、「
男
女
の
専
従

者
が
い
る
農
家
」
5
0
6
千
戸
の
う
ち
、
1
世
代
夫

婦
経
営
が
2
3
9
千
戸
、
2
世
代
親
子
経
営
が

2
3
7
千
戸
と
な
っ
て
い
る
。
2
世
代
親
子
経
営
に

も
夫
婦
経
営
が
含
ま
れ
る
の
で
、「
男
女
の
専
従
者

が
い
る
農
家
」
で
は
夫
婦
で
農
業
専
従
し
て
い
る
農

家
が
多
い
と
推
測
さ
れ
る
。

（6）
臨
時
雇
は
1
日
で
も
雇
用
さ
れ
れ
ば
カ
ウ
ン
ト
さ
れ

る
の
で
、
数
日
し
か
農
業
従
事
し
て
い
な
い
者
か
ら

6
ヶ
月
農
業
従
事
の
者
ま
で
含
ま
れ
る
。こ
の
た
め
、

臨
時
雇
の
場
合
、
臨
時
雇
の
人
数
よ
り
も
延
べ
何
日

雇
用
し
た
か
が
問
題
と
な
る
。
農
業
セ
ン
サ
ス
で
は
、

臨
時
雇
の
延
べ
人
日
別
農
家
数
を
集
計
し
て
い
る

が
、
手
間
替
え
・
ゆ
い
・
手
伝
い
も
含
ま
れ
て
お
り
、

臨
時
雇
だ
け
の
統
計
は
と
れ
な
い
。

（7）
2
0
0
5
年
農
業
セ
ン
サ
ス
は
、
調
査
体
系
、
調
査

票
に
大
き
な
変
更
が
あ
り
、
単
純
に
比
較
で
き
な
い

面
が
あ
る
。
例
え
ば
、
雇
用
労
働
力
は
、
2
0
0
0

年
の「
農
家
以
外
の
農
業
事
業
体
」の
調
査
票
で
は
、

労
働
力
と
い
う
項
目
で
そ
の
定
義
を
「
過
去
1
年
間

に
事
業
体
の
仕
事
に
従
事
し
た
人
」と
し
て
い
た
が
、

2
0
0
5
年
の
「
農
業
経
営
体
調
査
」
の
調
査
票

で
は
、農
業
労
働
力
と
い
う
項
目
で
そ
の
定
義
は
「
過

去
1
年
間
に
農
業
経
営
の
仕
事
を
し
た
人
」
と
変

更
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、2
0
0
5
年
の
常
雇
に
は「
法

人
等
の
組
織
経
営
体
で
農
業
以
外
の
部
門
に
常
雇
い

し
て
い
る
人
が
農
業
に
従
事
し
た
場
合
は
臨
時
雇
と

し
ま
す
」
と
注
意
書
き
が
さ
れ
て
い
る
。

（8）
国
勢
調
査
の
就
業
の
定
義
は
、調
査
日（
10
月
1
日
）

の
前
1
週
間
の
主
な
就
業
状
態
に
よ
る
も
の
で
あ

り
、
過
去
1
年
間
を
対
象
と
し
た
農
業
セ
ン
サ
ス
と

異
な
る
。
ま
た
、
国
勢
調
査
の
農
業
就
業
者
に
は
農

業
サ
ー
ビ
ス
（
独
立
し
た
育
苗
セ
ン
タ
ー
や
ラ
イ
ス
セ

ン
タ
ー
や
共
同
選
果
場
な
ど
、
土
地
改
良
区
、
植
木

業
も
対
象
）
も
含
ま
れ
て
お
り
、
2
0
0
0
年
国

勢
調
査
で
は
、
雇
用
者
の
う
ち
、
4
割
が
農
業
サ
ー

ビ
ス
と
な
って
い
る
。

（9）
国
勢
調
査
で
は
「
農
業
サ
ー
ビ
ス
を
除
い
た
農
業
」

の
雇
用
者
総
数
も
公
表
し
て
い
る
が
、
2
0
0
5
年

に
つい
て
は
現
時
点
で
は
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。な
お
、

1
9
9
5
年
の
「
農
業
サ
ー
ビ
ス
を
除
い
た
農
業
」

の
雇
用
者
は
1
9
9
5
年
が
13
万
人
、
2
0
0
0

年
が
15
万
人
と
、
農
業
セ
ン
サ
ス
の
「
農
家
＋
農
家

以
外
の
農
業
事
業
体
」
の
常
雇
数
よ
り
も
4
割
程
度

多
く
な
る
。
国
勢
調
査
の
雇
用
者
に
は
農
業
セ
ン
サ

ス
の
臨
時
雇
の一
部
も
含
ま
れ
て
い
る
た
め
と
思
わ
れ

る
。

（10）
2
0
0
0
年
に
お
け
る
「
養
鶏
単
一」
の
常
雇
者
数

は
、
農
家
が
2
，9
2
7
人
、
農
家
以
外
の
農
業
事

業
体
が
1
5
，7
7
6
人
で
あ
る
。
2
0
0
5
年
の

農
業
経
営
体
の
「
養
鶏
単
一」
の
常
雇
者
数
は

1
4
，2
9
0
人
と
、
2
0
0
0
年
の
農
家
と
農
家

以
外
の
農
業
事
業
体
の
合
計
よ
り
も
4
，4
1
3
人

少
な
い
。
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